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 　十六世紀の中葉、ハーフェル川の河畔に、学校教師の息子で、馬鹿がつくほどの正直者で、同時に、この時代からすれば、全くもって仰天すべき男でもあった、名をミヒャエル・コールハースという馬喰が住んでいた。――常軌を逸したこの男も、三十になるまでなら、善良な市民の見本と見なすことができた。男は、今でも男の名前を冠しているある村で、執事の屋敷を保有して、そこで生業を営みながら、おだやかな日常を送っていた。神を畏れながら、妻からの贈り物である子どもたちを教導して、勤勉で、実直な人間に養育しようとしていた。隣人たちの中で、男からの慈悲深さや公正さを享受していない者はひとりもいなかった。つまり、人倫を外れさえしなければ、世間は男との思い出を祝福するはずだったのである。しかし、あの権利意識が、男を略奪や殺戮へと導いたのであった。 
 　ある時、綱でひと繋ぎにした、どれもよく肥え太り、光り輝いた若い馬たちを連れて、他の領邦に踏み込んだことがあった。幾つかの市場で、馬を売ることで手に入る儲けをどういう支払いに充てるべきか、ちょうど皮算用していた時であった。善良な家長の身の振り方としては、一部は新たな儲けのために使わなければならないぞ。とはいえ、一部はやはり現世の愉しみのために取って置かなければ。エルベ川まで出た時のことであった。ザクセン地方に立っていたある騎士の居城の脇のところで、この道ではかつて一度もそんなものにはお目にかかったことがない、街道の遮断に出食わした。たまさか、ちょうど強い雨も降ってきたので、馬たちの歩みを止めると、封鎖所の監視人に向かって、大きな声で彼は言った（その後すぐ、この監視人の方も、不機嫌そうな顔で窓からこっちを睨み返してきた）。開けてもらえませんかと、馬喰は言った。こっちで何があったんですか？　そう聞くと、かなり長い時間を空けて、ひとりの収税吏がその建物から近づいてきた。領邦君主の特権なのだよと、次のような打ち明け話をしてくれながら、彼が答えた。地主貴族であるヴェンツェル・フォン・トロンカに、それが下賜されたのだ。――そうなんですかと、コールハースは言った。で、そのヴェンツェルとかいう方は、地主貴族だと仰いましたっけ？　そうして、城の方にジッと目をやったが、その城は、沢山の尖塔を煌めかせながら、下にある農地の全体を俾倪していた。あの老領主が亡くなったんですか？――脳卒中で亡くなられたのだと、遮断用の棒をもち上げながら、収税吏がそう答えた。――ふむ、それは惜しいことをした！　と、コールハースが答えた。あの方は、威厳のある老領主であった。人の往還を何よりの喜びとして、やれる限り、物の商いを盛んにしようとして、いつぞやは石畳の道路を建設するようにお命じになられた（なぜなら、わたしにとっては、村に道が入る外のところで、雌馬が足をくじいてしまいますから）。で！　わたしの何がいけないのです？――と、彼は聞いた。それから、税関の衛兵から乞われた数グロッシェンを、風に翻えるマントの下でゴソゴソしながら取り出すと、「さあ、ご老体。」と、彼はさらに次のような言葉を継ぎ足した（一方で、その男の方は、早く！　早く！　と、呟きながら、この悪天候を呪っていたが）。「この棒が森に生えたままであったら、もっとよかったんでしょうが。わたしにとっても、あなたにとっても。」それから、男に金を渡して、馬に飛び乗ろうとしたのであった。ところが、まだ遮断棒の下を潜り抜ける前のこと、そこで待っていろ、馬商人！　という新しい声が背後の塔から響いて、その窓がバタンと閉まると、城守が駆け下りてくるのが見えた。さて、何が始まるのだろう？　そう自問しながら、コールハースが馬の歩みを止めた。まだ太った身体の上でベストのボタンを留めようとしている城守が近づいてきて、悪天候のせいで身体を斜めに捩りながら、通行許可証を見せて下さいと、彼に言った。――コールハースが聞いた。通行許可証ですって？　（と、少しうろたえながら、）わたしが知る限り、そんなものはありませんよ、それが領主からのどんな種類のしろものなのか、ちょっと教えてもらえませんか、そうすれば、もしかして、偶然、用意できるのかもしれませんしと、彼は言った。城守は、彼の顔を横からジッと眺めながら、選帝侯の許可証がなければ、馬商人は馬たちを連れて他の領邦内には踏み込めないのだと、そう答えた。馬商人は、言い返した。自分は、今までにもう十七回も、そんな証明書なしで国境を往復しています。自分の生業に関する選帝侯の全命令も知悉しています。今回のことは、そもそも間違いなんじゃないですか（この件については、しっかり考えてもらうようにお願いします）。わたしの一日の旅程は長いので、ここでの無駄な逗留は許されていません。ところが、城守からの答えは、次の通りであった。十八回目もすり抜けられると思うなよ、だから、改めてようやく通達が出されたのだ、ここで通行許可証をまた買うか、やってきた道を引き返すか、二つのうちのどちらかだ。この驚くべき強請行為に怒りを感じ始めた馬商人は、少し考えた後、サッと馬から降りると、手綱を下僕に預けながら、その地主貴族のフォン・トロンカとやらにじかに会って、話をしてみようと言った。その居城に向かうことすら、彼は厭わなかった。しみったれの守銭奴には瀉血をしてやるくらいがちょうどよいのだがと、ブツクサ文句を言いながら、城守が後ろをついてきた。二人は、互いにジロジロ品定めをしあいながら、その広間の中に足を踏み入れた。地主貴族は、数人の陽気な友人たちとたまたま酒食の席にいたが、何かの冗談で果てしない爆笑が轟いているところに、苦情を申し立てるため、つかつかとコールハースが近づいてきた。どうかしたのか、何があったのか？　と、地主貴族が聞いた。その見慣れぬ顔をチラッと見るなり、騎士たちはシンと静まり返った。しかし、馬についての申し立てをコールハースが始めるやいなや、すぐに取り巻きたちは、馬ッ？　それはどこだ？　と、大きな声を出しながら、馬たちを見ようと、ドッと窓辺に駆け寄った。ひと繋ぎになった、輝くような馬たちを一目見るや、地主貴族からの提案もあり、彼らは下の中庭に降りることにした。雨はすっかり止んでいた。馬たちの周りには、城守、執事、下僕たちが集まっていて、その上に舐めるような視線を走らせていた。鼻白の紅栗毛を誉める者、栗毛が気に入ったと話す者、黒鹿毛のブチの雌の毛を撫でてやる者がいた。ここの馬たちは鹿のようだ、この領邦では、これ以上の馬たちにお目にかかることはあるまいと、誰もが心の中で思っていた。良馬といっても、この馬に跨がる騎士のお歴々ほどではありませんがと、勢いよく、コールハースが答えた。一頭いかがですかと、彼は勧めた。堂々とした紅栗毛の雄に心が揺さぶられていた地主貴族は、これは幾らなのかと聞いてみた。一方の執事は、つがいの青毛たちはどうですかと促すことで、彼をうるさがらせていた（馬疋が足りないので、農場で使ってみてはという考えであった）。しかし、コールハースがその値段を言うと、いくら何でもそれは高過ぎると騎士たちは思ったし、そんな値段で手を打ったら、円卓まで乗りつけて、アーサー王に拝謁しなければならないと、地主貴族もそう言った。何か言いたげな視線を青毛たちの方に向かって投げながら、城守と執事が囁いているのが目に入って、不吉な予感に襲われていたコールハースは、この青毛たちを手放すためであれば、やれることは何でもやろうと考えていた。彼は、地主貴族に言った。「閣下、この青毛は六ヶ月前に二十五グルデンで買いました。三十グルデンだけもらえますか。それなら、お譲りいたします。」地主貴族の側に控えていた二人の騎士たちは、この馬はおそらくそれだけの価値がありますと、断言した。ところが、地主貴族の方は、青毛よりもあの紅栗毛にお金を払いたいと言って、フッと腰を浮かせた。これに対して、コールハースは、もしかして、次の機会があれば（また馬を連れて、通りかかることがあれば）、取引をすることがあるかもしれませんと言うと、出立のため、地主貴族には別れを告げて、馬たちの手綱を取ろうとした。ところが、その時、人混みの中から一歩を踏み出した城守の口から、お前は聞いていなかったのか、通行許可証なしでは旅は続けられないのだという声がした。コールハースは、クルリと向き直ると、わたしの商売全体を台なしにするこの状況に、本当に正当性があるのでしょうか？　と、地主貴族に聞いた。地主貴族は、その場から離れながら、困ったような顔をして、もちろんだ、コールハース、許可証を買ってこなければならない、城守とよく話をして、この旅を続けるのだと、答えた。コールハースは、馬の移出のために作られたこの通達の目をくぐり抜けるのが本意なのではありませんと断ずると、ドレスデンを通過する際、密書の形で許可証は購入しますと約束して、この命令は全く知らなかったので、今回だけは見逃してもらえませんかと、頼んだのであった。さてさて！　と、地主貴族は答えたが、今、まさに天気は再び崩れ始めて、彼の痩せた両足の間をゴウと風が吹き抜けていった。そいつは通すことにしよう、お前たちはこっちに来い！　と、騎士たちに言うと、地主貴族は踵を返して、城の中に入ろうとした。許可証の購入保証のために、少なくとも担保はもらっておくべきではと、地主貴族の方を向きながら、城守が言った。地主貴族は、再び城門のところに立っていた。一体、あの青毛たちのために、お金や物でどれくらいを担保に入れろというのです？　と、コールハースが聞いた。あの青毛たちを預けてもらえばいいんじゃないですかと、髭の奥で口をモゴモゴさせながら、執事が答えた。確かにそれが最も理に適っています、許可証さえ買えば、いつでもあの者は請け出せるのですからと、城守も応じた。余りにも法外な要求に驚いたコールハースは、ブルブル震えながら、胴着の裾が腹の前に来るように直している地主貴族に、確かにあの青毛たちは売るつもりではおりましたと、言った。ところが、その瞬間、一陣の突風が雨や霰といったあらゆる重荷を門から吹き払っていったので、地主貴族は、馬たちを手放す気がないのなら、全てに決着をつけるため、もう一度、遮断棒の向こうに追い返してしまえと叫んで、その場を離れていってしまった。ここでは、手荒な真似は控えるべきというのがよく分かっていて、他に置いていくものもなかった馬商人は、この要求を飲むしかないと決意した。彼は、青毛たちの綱を外して、城守が指定する厩舎まで牽いていった。馬たちには、下僕をひとりつけて、金を手渡すと、一体、ザクセン地方で緒についたばかりの馬の調教に関して、そういう命令が出ていないというのも半信半疑で、それを確信するまでには至らず、俺が戻ってくるまでは馬たちから目を逸らすなよとよく言い聞かせて、綱でひと繋ぎにした残りの馬たちと一緒に、ライプツィヒの市場に出すための旅を続けた。 
 　ドレスデンからこの〔ザクセン〕領邦のより小さな市に対して商売をするのが常であった馬商人は、ここの郊外の町のひとつに幾つかの厩舎つきの屋敷を一軒、保有していたが、そのドレスデンに着くやいなや、秘密文書局に足を運んで、そのうちの数人とは旧知の仲であったそこの数人の評議員から、通行許可証のこの一件は、彼が当初から思っていたように、作り話であると教えられた。彼からの請願を受けて、怒った評議員たちからそれが無根拠であることを示す文書による証明をもらったコールハースは、それによる地主貴族の悪企みの全貌を理解するまでには至らず、あの痩せた地主貴族の浅知恵をあざ笑っていた。数週間後、綱でひと繋ぎにした馬たちを満足のいく値で売却すると、人並みの苦労は重ねながら、トロンケンブルクまで戻っていった。 
 　証明書を示された城守は、それについてはとやかく言わず、今、馬たちを取り戻したいという馬商人の問いには、ちょっと取りにいきましょうかとだけ返事をした。しかし、中庭を横切っている頃にはすでに、コールハースは、次のような不愉快な場面を目の当たりにしていた。つまり、トロンケンブルクに下僕を置いてから幾日もせぬうち、彼らが言うところの不遜な態度により、彼の下僕が鞭で打たれて、追い払われていると聞いたのである。この話を教えてくれた下男に、彼は聞いた。一体、あいつが何をしましたか？　その間、馬たちの面倒は誰が見ているのでしょうか？　しかし、これには、わたしは分かりかねますという返事があり、その後、すでに予感で胸が一杯の馬商人に厩舎の扉がパッと開かれたが、その中に馬たちは立っていた。さて、彼の驚きはいかばかりであったか。よく肥えた光り輝く二頭の青毛のかわりに、ガリガリに痩せた老いぼれ馬のつがいを、彼はそこに見い出した。梁のように何かを引っかけられそうな骨格。手入れもされず、適当にひねくり回されただけのたてがみや毛並み。動物界の悲惨さを表わす真の図像！　弱々しく動き回りながら、馬たちは嘶いていたが、コールハースは顔を真っ赤にして震えながら、この駄馬たちの身に一体、何が起きたのです？　と、聞いた。さらにひどい不幸に見舞われたのではありません、適当に飼葉は与えていました、ただ、ちょうど収穫の時に役畜が足りなかったので、少し農地で使ったのですと、脇に控えていた下男が答えた。かくも恥ずべき、申しあわせたように手荒なやり方をコールハースは呪ったが、己れの非力さも感じていたので、内心の怒りに歯を食いしばって堪えながら、他にやれることもなく、この盗賊の巣窟から馬たちとまた一緒に出発する準備にすでに手をつけていた。すると、そこに口論に招き寄せられた城守がやってきて、こんなところで何をしている？　と、聞いて、何をしているかだと？　と、コールハースが応じて、仮置きしてあるわたしの青毛たちを地主貴族のフォン・トロンカとその取り巻きたちが畑仕事に使ってもよいという許可を、一体、誰が与えたのです？　これが人間のすることですか？　と、付言して、疲労困憊した駄馬たちを目覚めさせようと、鞭を一振りして、それでもやはりピクリともしないのを分からせてやった。しばらくの間、この城守は不遜な感じで彼を見ていたが、この無作法者を見てみろよ！　大体、この若造はこの老いぼれ馬たちがまだ生きているのを神に感謝すべきじゃないのかい？　と、答えた。下僕がいなくなったら、誰が馬の世話をするというのかい？　出してもらった飼葉代を農地で馬が働いて返すというのが、そんなにいけないことなのかい？　と、言うと、ここで言い逃れしようとは思わないが、それでも駄目というのなら、犬たちを呼ぶことにする、そうやって中庭に平和を取り戻すやり方をわたしは心得ていると、話を終わらせた。――馬商人の胴着の下では、心臓がバクバクと脈を打っていた。危うく、この卑劣な太っちょを泥の中に投げつけて、その赤ら顔を足で踏んでしまうところであった。しかし、金秤にも似た彼の権利意識の中では、まだユラユラとはっきりしないところがあった。自分の心の裁判所の前に立っても、この相手が罪の意識に苛まれているのか、まだ確信するところにまでは至っていなかった。彼は、グッと罵りの言葉を飲み込むと、馬たちに歩み寄って、状況を静かに考察して、たてがみを撫でてやりながら、一体、どんな過ちで、あの下僕はこの居城から遠ざけられたのですか？　と、低い声で尋ねてみた。あの役立たずは、中庭で生意気ばかり言ってきましてね！　止むをえない厩舎の入れ替えにまで口を出して、あの老いぼれ馬たちのかわりに、むしろ、トロンケンブルクにやってきた二人の貴公子の馬たちに路上で一夜を過ごさせろと言ってきたのです！　と、城守が答えた。――もし、下僕が彼の近くにいて、コールハースがその下僕の証言と分厚い唇のこの城守の証言を比べることさえできていたら、そのことで彼は、これらの馬たちにそういう価値を認めていたのかもしれなかった。棒立ちになって、乱れた青毛のたてがみを撫でてやりながら、今の立場で自分がやれることは何があるのだろうかと、彼は考えていたが、突如、場面が転じて、兎狩りから戻った地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカが、騎士、下僕、猟犬からなる一団を引き連れて、城前の広場に飛び込んできた。何が起きたのかと問われた城守は、すぐにその言葉を引き受けると、事実に対して悪意に満ちた改変を加えながら（一方で、見知らぬ顔を見つけた猟犬たちは、恐ろしい吠え声を上げて、他方で、騎士たちはそれらに静かにするんだと命じていたが）、自分の青毛たちをちょっと使われたというだけで、この馬商人が反乱に向けたいかなる企みに出てきているのかを訴えた。この馬たちを自分のものと認めることはお断りしますと、高笑いしながら、馬商人が言った。コールハースは叫んだ。「これはわたしの馬じゃありません、閣下！　三十グルデンの価値があった、あの馬たちではありません！　わたしは、よく肥えて健康そのものだった馬たちを返して欲しいと思います！」――一瞬、血の気が引いたようになりながら、地主貴族は馬から降りると、Ｈ✳✳Ａ✳✳が、これらの馬を受け取らないというのなら、それはそのままにしておけばいい、来い、ギュンター！　と、言った。ズボンの埃を片手で払いながら、彼は叫んだ。――ハンス！　こっちに！　それから、まだ騎士たちと戸口をくぐっている時に、もう一度、ワインももってこい！　と、大声で言うと、屋敷に入っていった。コールハースは、馬たちをこのままコールハーゼンブリュックの厩舎まで連れて帰るくらいなら、皮剥ぎ人を呼んで、屠殺場で捌いてもらおうと言った。もうそれからは、駄馬たちには関わらず、その場に立たせっ放しにして、権利を手にするやり方ならわたしにも心得があると断言して、鹿毛に乗って、その場を後にした。 
 　大急ぎでドレスデン行きの街道に入って、下僕や、あの居城で聞いた下僕に対する訴えについて考えて、だんだん並足になり始めるとすぐ、まだ千歩も行かぬうち、再び馬頭を廻らせて、その方が賢明で正しいやり方だと思われる下僕への事前の尋問のため、コールハーゼンブリュックの方に曲がった。なぜなら、正しい感情、すでに世間の繊細な機微に通じていたその感情は、彼をして、名誉毀損はあったにせよ、実際にあの城守が主張するように、ある種の罪がこの下僕に帰せられるのなら、当然の結末として、馬たちの損失も受け入れるべきという気にさせていたのである。そのことに関して、同時に卓越もしていたある感情は、元々、そんな風にしか見えなかったが、この事件の全体がもし口裏をあわせただけの話だったら、お前は、受けた侮辱に対する補償と将来の同胞の安全を自らの力で勝ち取るという義務の世界に入っていくのだと囁いてきて、先に進めば進むほど、立ち寄ったあらゆる先でトロンケンブルクで旅行者に日常的に行なわれている悪事について聞けば聞くほど、この感情はズンズン深く根を張っていった。 
 　コールハーゼンブリュックに着くと、貞淑な妻、リスベートとは抱きあって、喜んで足元に集まってくる子どもたちにはキスをしながら、すぐに第一下僕のヘーゼについて、あいつのことで何か聞いていないか？　と、彼は聞いた。リスベートが答えた。ええ、最愛のコールハース、このヘーゼなんですが！　考えてもみて下さい、可哀想なあの人は、十四日ほど前、ひどい殴られよう、いえ、まともに息ができないくらいの殴られようで、ここにやってきました。わたしたちは、彼をベッドに運び（そこでも、ひどく血を吐いたんです）、何度も話を振って、ようやく聞き出しましたが、それが理解を絶する話だったのです。通行を許可されなかった馬たちと一緒にトロンケンブルクで足止めされたとか、ひどい虐待で居城を去ることになったとか、一緒に馬たちを連れ出すのがどれくらい困難なことだったのかとか。で？　と、マントを脱ぎながら、コールハースが言った。あいつは、もうよくなったのかい？――まだ血は吐いていますけどと、彼女が答えた。一進一退ですわ。すぐにわたしは、あなたがそこに到着するまでの馬たちの世話のため、トロンケンブルクに下僕をやろうと思いました。なぜって、ヘーゼはいつも誠実で、実際、他の誰より、わたしたちに仕えてくれていましたから。ですから、あんなにも沢山の証拠に支えられた彼の発言を疑うとか、何か別の事情で彼が馬たちをなくしたとちょっとでも信じる資格は、わたしにはないと思ったのです。ところで、彼からはこんな申し出がありました。つまり、他の人を犠牲にしたくないから、あの盗人の巣窟には誰もやらないで欲しいというのです。あの馬たちも諦めて欲しいと言っていました。――あいつはまだベッドで横になっているのかい？　と、ネクタイを緩めながら、コールハースが聞いた。――二、三日前からですがと、彼女が答えた。もう屋敷の中を歩き回っています。いずれ分かるのでしょうが、ヘーゼの発言に嘘はありませんし、この事件は、ここ最近、トロンケンブルクで他の領邦の人間に行なわれている不法行為のひとつなのですと、彼女が続けた。――そこのところをまずはっきりとさせなければと、コールハースが答えた。リスベート、あいつが起きているのなら、ここに呼んでくれないか！　と、言うが早いか、肘かけ椅子にデンと腰を下ろした。夫人の方は、彼が冷静でいるのを大いに喜びながら、下僕を呼ぶため、その場を後にした。 
 　下僕を伴って夫人がその部屋に入ると、トロンケンブルクで、お前は何をした？　と 、コールハースは聞いた。お前には、必ずしも十分に満足してきた訳じゃないんだ。――その言葉を聞くや、下僕は、青ざめた頬の上に赤い斑点をポツンと滲ませながら、しばらくジッと黙っていた。それから、確かにそれはそうでしょうね、旦那様！　と、彼は答えた。というのも、わたしは、たまたま神の摂理で手にもっていた火つけ糸を（それで、追い出された盗人の巣窟に放火しようと思っていました）、そこに子どもの泣き声が聞こえたので、すぐにエルベ川に投げ捨てると、それでもまだこんなことを考えていました。神の雷電で灰になってしまえばいい。それだけが、俺の本望だ！　とね。――驚いたコールハースが、ところで、どんな風にトロンケンブルクから追い出されたんだい？　と、言った。これに対して、ヘーゼは、旦那様、ひどい悪ふざけがあったのですと答えると、額の汗を拭った。といっても、起こったことは仕方がありません。畑仕事で馬たちを駄目にしたくなかったので、わたしはこう言いました。こいつらは、まだ若いので、物を牽いたことがありません。――困惑をひた隠しにしながら、コールハースが答えた。お前は、これについては必ずしも本当のことを言っていないぞ。あの馬たちは、この春にはもう、少し引き具をつけていたんだ。急いで収穫を運ぶのに入り用だと言われれば、あそこの居城で（あそこでは、それでもお前はある種の客分だったのだから）、数回なら、あちらの気に入るようにやって差し上げればよかったのだ。――旦那様、そのようにさせてもらったのですと、ヘーゼが言った。あちらが不機嫌そうな顔をするので、青毛にもさして負担にはなるまいと、わたしは踏んだのです。三日目の朝、車の前に馬たちを繋いで、三杯分の穀物を運んで差し上げました。胸に熱いものがこみ上げていたコールハースは、床に目を落としながら、そいつは初耳だな、ヘーゼ！　と、返答した。――事実としては、そうだったのでございますと、ヘーゼが請けあった。わたしが意固地になっていた点としては、馬たちが昼飯を食べ終わらない間は、決して再びくびきに繋がなかったこと、それに対する飼葉はタダでもらって、飼葉代として旦那様からもらったお金はポケットにしまっておけと、城守や執事から言われても、いい加減にしておかないと痛い目にあわせるぞと答えて、回れ右をしながら、その場を離れたことがありますがと、ヘーゼが言った。――しかし、その意固地さが元で、トロンケンブルクから追い出された訳でもあるまい。――滅相もないことですと、下僕が叫んだ。神をも恐れぬ不法行為のためなのでございます！　なぜって、その日の夕方、トロンケンブルクから来たあの二人の騎士の馬たちが厩舎の中に連れてこられた時、わたしの馬たちは、厩舎の戸に縛られていたのです。そこで一夜を過ごさせるという城守の手から青毛たちを奪い取って、一体、これらはどこならいさせてもらえるのですかと聞くと、城壁の縁に作られた板拭きの豚小屋を指で差したのです。――お前が言っているのはだなと、そこでコールハースが割って入った。厩舎というよりも、むしろ豚小屋と呼んだ方がいいくらいの、それくらいひどい場所という意味なんじゃないのか。――旦那様、豚小屋だったのですと、ヘーゼが答えた。正真正銘の豚小屋だったのです。豚たちが出入りするので、真っ直ぐ立っていることもできませんでした。――きっと青毛たちを泊める場所がそこしかなかったんだろうと、コールハースが言った。騎士の馬たちには、ある種の優先権があるんだろうから。――あそこの場所はですねえと、低い声で下僕が答えた。狭いところでした。あの時は、全部で七人の騎士が居城にお泊まりでした。もし旦那様があそこにいたら、馬と馬の間を詰めさせたんでしょうが。それならば、村の方で厩舎を借りようと思いますと、わたしは言いました。ところが、俺の目の届くところに置いておくのでなければ駄目だ、中庭から出すなどという大それたことはするなというのが、城守の答えでした。――ふむ！　と、コールハースは言った。で、お前はどうしたんだ？――その二人のお客様は、一泊したら、翌朝からさらに先を急ぐはずだと、執事からは聞いていましたので、わたしは馬たちを豚小屋に入れることにしました。しかし、次の日もそうならずに過ぎ、三日目の朝、あの騎士の方たちは、あと数週間、この居城で過ごされることになったと、小耳に挟みました。――つまり、最初、鼻づらを突っ込んだ時、そう思っていたより、豚小屋はそれなりにマシな住み心地だったということか、ヘーゼ、と、コールハースが言った。――そういうことですと、下僕が答えた。その場所を少し掃いているうちに、しのげる感じにはなってきました。下女に数グロッシェンを渡して、豚をどこかにやって欲しいとも頼んでみました。それから、丸一日をかけて、朝、明るくなると板塀から屋根板を外して、夕方にはまたそれをかけることで、馬たちもシャンと立っていられるようになってきました。今や、馬たちはガチョウのように屋根から首を突き出して、コールハーゼンブリュック、あるいはそうではないにせよ、もう少しましなところはないかと、グルグル首を回しておりました。――さて、そうなるとだなと、コールハースは聞いた。どうしてお前は追い出されたんだ？――それはですね、旦那様、と、下僕は答えた。先方が、わたしを追い出したかったからでございます。わたしがいては、馬たちを使い倒せませんから。あの方たちは、中庭でも、奉公人部屋でも、そこら中でしかめっ面をしてきました。といっても、こっちはこっちで、顔が脱臼するくらい、顔を勝手に引き攣らせていろと思っていましたので、結局、やつらは囲い込みの機会を使って、わたしを中庭から放り出したのでした。――そうはいっても、理由というものが！　と、コールハースが叫んだ。それでも、何らかの理由というものがあるんじゃないのか！――ええ、もちろんですと、ヘーゼが答えた。極めて公正明大な理由があります。止むをえず、豚小屋で過ごしていた二日目の夕方のことでした。わたしは、そこで身体を汚してしまった馬たちを引っ張り出して、洗い場まで乗っていこうとしていました。城門をくぐって、横に曲がろうとすると、下僕と猟犬を従えた城守と執事が、棍棒を手に背後の奉公人部屋からこっちに向かってくる物音と、コラ待て、悪党ッ！　と、呼ぶ声がしました。止まれ、クズ野郎ッ！　と、取り憑かれているような感じでした。行く手には、あの門番が立っていました。彼と、挑みかかる猛り狂った人々の群れに向かって、何かありましたか？　と、尋ねました。何かありましたかだと？　と、それが城守の答えでした（言いながら、二頭の馬たちの手綱をギュッと掴んできました）。これからこの馬たちを連れてどこに行く？　と、聞きながら、こちらの胸ぐらをグッと掴んできました。わたしは言いました。どこにですって？　天からの雷電を受けるがいい！　洗い場まで乗っていくんですよ！　まさか、わたしが――？　洗い場？　と、城守が、叫びました。ペテン師め、お前には、街道の上をコールハーゼンブリュックまで泳いでいく方法を教えてやる！　城守と、片足に取りついていた執事が、悪意に満ちた殺害の衝動に駆られて、わたしを馬から引きずり落としたので、わたしは泥の中にダラリと伸びてしまいました。人殺し！　クズ野郎！　と、わたしは叫びました。引き具とカバーと下着の包みは、まだ厩舎に置いてありましたが、城守と下僕が蹴りと鞭と棍棒で襲ってきたので（執事は、馬たちを連れ去るところでした）、わたしは瀕死の状態で城門のところに倒れ込んでしまいました。泥棒猫ッ！　その馬たちをどこに連れていく？　と、言いながら、わたしが立ち上がると、城守からは、この中庭から出ていけ！　という大声が上がって、一方で、それ行け、カイザー！　行け、イェーガー！　という声も、轟いていました。行くんだ、シュピッツ！　それから、ゆうに十二匹はいるであろう猟犬の群れが襲ってきました。その後、わたしは垣根から一枚の板切れ（それが何だったかはよく分かりません）を破り取って、三匹の犬を打ち殺しましたが、咬まれた傷がひどく痛み、そこから退却しなければなりませんでした。ピーッ！　と、甲高い笛の音がしました。猟犬は中庭に駆け込み、ギーッと城門は閉じられて、そこには閂が入れられました。わたしは、道の上で正気を失なって倒れていました。――顔を青ざめさせながら、無理に冗談にしてやるという感じで、コールハースがこう言った。お前は、本当にあそこから出たくないと思っていたのかな、ヘーゼ？　それから、ヘーゼが顔を赤黒くして、目を伏せていたので、彼は言った。本当のことを言ったらいいんだぞ。お前は、その豚小屋が気に入らなかったんだ。それで、コールハーゼンブリュックの厩舎の方がまだましだと、そう思ったんだ。――まさか！　と、ヘーゼが叫んだ。なぜって、引き具やカバーやわたしの下着の包みは、あの豚小屋に置いたままだったんですよ。飼葉桶の裏の赤い絹のネッカチーフの中に隠してあった三ライヒスグルデンも、懐にせずじまいじゃなかったでしたっけ？　雷電でも、地獄でも、悪鬼でも、すぐにやってくるがいい！　そんな風に仰るのなら、捨てた火つけ糸にすぐまた火を点けてやろうと思いますよ！　まあまあ！　と、馬商人が言った。本当に悪気があって言ったんじゃないんだ！　いいかい、お前が話したことの一言一句を、わたしは信じるよ。このことが、最後の晩餐の中で話されたとしても、このことを誓った上で、それをいただくことにする。わたしがやってくれと言ったことが、上首尾に運ばなかったことが残念でならない。もう下がっていいぞ、ヘーゼ、寝床に下がっていいんだ。ワインを一杯飲んで、元気をつけるといい。お前の側に公正さがあるように！　そして、立ち上がると、第一下僕が豚小屋に置いてきた物品の一覧表を作ってやり、それらの価格を綿密に書き込んで、治療費がどれくらいに見積られるのかも聞き取ってやった。それから、もう一度、サッと片手を出すと、彼にその場を去らせたのであった。 
 　その後、事件の全容とその内的な繋がりを妻のリスベートに明らかにして、どうやって、司直にひとりで訴え出ようと決めたのかを説明しながら、こういう決心をした彼を心から応援しようとする彼女の様子に目を細めていた。というのも、彼女はこう言ったのである。他にもまだ、おそらくあなたより我慢が足りない沢山の旅行者たちが、あの居城の脇を通るのでしょう。今回のような無秩序を止めるというのは、神様がやるお仕事です。わたしは、訴訟の実行に伴う費用をしっかり請求するつもりでいます。お前には勇気があるなと、馬商人は言うと、その日とそれに続く数日間、妻や子どもに囲まれた楽しいひとときを過ごして、仕事の都合がつくやいなや、嘆願書を〔ザクセン〕裁判所に提出するために、ドレスデンに向けて出立した。 
 　その地で、知りあいの法学者の助けを借りて、抗告状を書き上げたが、その中では、地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカが自分や下僕ヘーゼに行なった不法行為についての長々しい陳述の後、同人への法的措置、馬疋の原状回復、下僕だけでなく、自分も苦しめられた損害に対する補償を要求していた。実際、この司法事件には曇った点などひとつもなかった。不正に馬たちが拘引された状況は、他の全体に決定的な光を投げかけていた。単なる偶然で馬たちが病気になったとしても、それらを再び健康な状態まで回復させよという馬商人の要求には、それでもまだ正義というものがあった。またコールハースには、首都〔ドレスデン〕中を見回した時、自分の事件への熱心な支援を約束してくれる友人たちにも欠けるところがなかった。馬の売買で大きくなった商売で彼の名は知れ渡っており、その誠実な仕事ぶりで、この〔ザクセン〕領邦の要人たちからの受けもよかったのだ。彼は、名望のある人士である自分の弁護士とほろ酔い気分で何度も食卓を囲んで、訴訟費用の支払いとして一定の額を手渡すと、数週間後には、この弁護士の言葉でこの司法事件の結果についてはすっかり大船に乗った気もちで、妻のリスベートがいるコールハーゼンブリュックまで戻っていった。ところが、数ヶ月が経って、年の暮れを迎えても、当地で係争中にしておいた嘆願書に対する決議書はおろか、ひとつの説明書すらザクセンからは届かなかった。彼は、何度も裁判所に申請して、何がこれほどひどい遅れの原因なのかを法律顧問に改めて親書で問いあわせたところ、ドレスデンの裁判所の上層部の取り巻きたちによって、その嘆願書が完全に却下されたということを知った。――その根拠はどこにあるのかという意外の念に溢れた馬商人の返書に対する件の人の答えは、次のようであった。その地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカは、ヒンツとクンツという二人の若い貴族の両フォン・トロンカと親戚関係にあって、このうちのひとりは〔ザクセン〕選帝侯に仕える献酌侍従で、それどころかもうひとりは侍従長なので――、これ以上、あれこれ裁判所に対して力を尽くすより、やはりもう一度、トロンケンブルクにいる馬たちを押さえておいた方がよいと思いますし、そうして欲しいと思っています。それから、彼は、今、首都〔ドレスデン〕にいる地主貴族が馬たちをあなたに引き渡せと部下に指示しているらしいという話を馬商人に理解させると、それでは満足したくないとあなたが思ったとしても、少なくともこの事件については、さらなる指示でわたしを煩わすことはしないで欲しいと懇願して、この話を終えた。 
 　この頃、コールハースはまさにブランデンブルクにいたが、そこでは市長のハインリヒ・フォン・ゴイザウが、たまたまその行政区の下にコールハーゼンブリュックがあった当市に転がり込んだ相当額の資金を元手に、病者や貧者向けの幾つかの慈善施設を開設する事業に取り組んでいた。とりわけ粉骨砕身していたのは、その地方のある村に湧き出して、皆が効能を期待していたある鉱泉を虚弱者たちが使えるようにすることであった（後に、それほどの効能はなかったことが分かった）。コールハースは、頻繁に往来する中、宮廷に宿泊した際に一緒になることがあり、すでにこの男とは知人だったので、トロンケンブルクでのあの最悪の一日以来、呼吸時の胸痛が残ってしまった第一下僕のヘーゼに、屋根と囲いだけのこの小さな療養泉を試してみよとの許可を与えていた。その市長が、幾つかの指示を下すために、コールハースがヘーゼを入浴させていた大釜の縁までやってきた時、ドレスデンの法律顧問から出された例の拒絶状が、妻が送った使者を通じて、たまたまコールハースの手元にあった。医者と喋りながら、今、開いたばかりの手紙の上にコールハースが一滴の涙を落としたのに気づいた市長は、親しさと思いやりに溢れた態度でそこに近づくと、どのような不幸に見舞われたのですかと、彼に尋ねた。何も言わずに、馬商人がサッと手紙を手渡したので、トロンケンブルクで彼に行なわれた不正や、その結果として、今もヘーゼが寝込んでいる（それもおそらくは一生の間）のを知っていた威厳に溢れたこの男は、彼の肩を叩きながら、気を落とすんじゃないですよ、賠償が受けられるように力を貸しますから！　と、声をかけた。彼の指示に従い、城にいるゴイザウを馬商人が訪問したその日の夕べ、ゴイザウは次のように言った。わたしは、事件についての短い説明をつけた請願書だけをブランデンブルク選帝候に対して送って、そこに弁護士の手紙も同封して、ザクセン地方で行なわれた暴力に関する領邦君主の保護をお願いしたいと思います。その陳情書はもう用意してありますが、別の荷物の下に忍ばせて、〔ブランデンブルク〕選帝候の手元まで届けることを約束します。事情さえ許せば、彼は必ずやあなたのためにザクセン選帝候に対して申請を出してくれるでしょう。地主貴族とその一味の奸計に逆らって、ドレスデンの裁判所でやつらに正義を突きつけるには、それ以上の手続きは必要ありません。大いに喜んだコールハースは、彼からの好意の新しい証拠に心からの謝意を表わしながら、ドレスデンでは何も手を打たずに、すぐにベルリンでの係争にもち込まなかったのが、ただもう残念でなりませんと言った。それから、完全に指示された通りの抗告状を市の裁判所の文書課で書き上げると、それを市長に手渡した後、自分の事件の結果についてはこれまでよりさらに確信を深めながら、コールハーゼンブリュックに帰っていった。しかし、何週間も経たぬうちにすでに、彼は、その市長の仕事でポツダムまで来ていたある裁判権保有者から、次のような話を聞くという苦しみを味わうことになった。〔ザクセン〕選帝候は、請願書を法官のカルハイム伯爵に手渡しました。しかし、それは狙い通り、暴力事件の捜査や処罰を求めて、じかにドレスデンの宮廷に手交されるのではなく、暫定的な、さらなる詳細情報を求めて、地主貴族のフォン・トロンカの許に預けられたのです。その裁判権保有者は、コールハースの住居の前で、馬車から外には身体を出さず、このような打ち明け話を馬商人にせよと命じられているようであった。一体、なぜカルハイム伯爵はそのような振る舞いに出たのです？　という驚いたコールハースの質問にも、男は満足な答えを返せなかった。あなたは我慢のしどころですと伝えるように、市長からは言われていますと、もう少しだけ男はつけ加えた。男は旅を続けるように強いられているようであった。短いやり取りの最後にようやく、そこに漏れ出た幾つかの言葉から、カルハイム伯爵がフォン・トロンカ家と姻戚関係にあるらしいということを、コールハースは嗅ぎ取ることができた。ーー馬の調教や、家屋敷や、妻や子にも喜びを感じられなくなったコールハースは、将来に対する暗い予感に沈みながら、翌月が来るのを待っていた。そして、その予感にピッタリと添うように、この期間が経過した後、あの市長の手紙（より大きな回答書が添付されていた）を手に、温泉で少し症状を改善させたヘーゼが、ブランデンブルクから戻ってきた。その手紙の中身というのがこうであった。あなたの事件で、何ひとつやって差し上げられなかったのが残念です。あなたに下達された内閣官房の決議書をそちらに送ります。トロンケンブルクに残した馬たちは、もう一度あなたが引き取って、残りの手続きは休止するというのを、わたしはお勧めします。――その決議書の中身というのがこうであった。「ドレスデンの裁判所の報告によれば、この男は無益な訴訟狂ということである。この男が馬たちを置き去りにした先の地主貴族は、これらを拘引したのでは決してない。同人は、居城まで人を派遣して、これらを引き取らせるか、あるいは移送先を地主貴族に伝えるかすべきである。いずれにせよ、内閣官房をこのような面倒や不和に巻き込んではならない。」馬などどうでもよかったコールハースは――問題が二匹の犬でも、同じ痛みを感じていたであろう――、この手紙を受け取るや、怒りの余り、口角から泡を吹き出した。彼は、中庭で物音がする度、かつて自分の胸を騒がせた不吉な予感を抱きながら、あの若い貴族の手下たちが姿を現わして、ひょっとして多少の謝罪はあるにせよ、ろくに飼葉ももらえず、やつれたあの馬たちをまた返しにきたのではと、門道の方に目を向けた。これは、世知に長けた彼の魂が、感情にピタリと一致するいかなるものも見い出せなかった唯一のケースであった。しかし、しばらくするとすぐ、街道を往来していた知人から、例のトロンケンブルクの駄馬たちが、相変わらず、地主貴族の残りの馬たちと一緒に畑で使われているという話を彼は聞いた。そして、そういうひどい無秩序の中にある世界を見せられるという苦痛の真ん中を突っ切るように、これからは自分の胸の中でだけ秩序を見い出すのだという内心からの満足が燃え上がってきた。彼は、境界を接する不動産の買い取りによる地所の拡張計画をかねてから温めていた隣人の地方官を招き入れると、男が着席したところで、ブランデンブルクとザクセンにあるわたしの地所、動産と不動産を引っくるめた家屋敷に、幾らなら支払ってもらえます？　と、切り出したのであった。この言葉を聞いて、彼の妻のリスベートは顔を青ざめさせた。彼女は振り向くと、自分の後ろの床のところで遊んでいた末の子どもを抱き上げて、死人のような視線を、子どもの赤い頬を掠めてチラッと投げた後で（子どもは、彼女のネックレスで遊んでいた）、馬商人とその男がもっていた紙切れの上に落とした。なぜ急にそんなおかしな考え方になったのです？　と、怪訝そうな顔で彼を見つめながら、地方官が聞いた。これに対して、言われた当の本人は、努めて明るい感じを装いながら、ハーフェル川の河畔の執事の屋敷を売却するという考えは、急に湧いてきたんじゃありません、この話題については、われわれ二人はもう何度も話してきたじゃないですか、ドレスデンの郊外にあるわたしの屋敷は、ハーフェル川の河畔のそれと比べれば、考慮に値しない単なる付属物です、つまり、あなたがその意思を貫き、その二つの地所を引き受ける気にさえなってくれれば、こちらには契約を締結する用意があるのですと、答えた。まあ、コールハーゼンブリュックが全てじゃありませんし、それと比べれば、副次的で、卑俗なものではありますが、普通の父親として家政を切り盛りする方がより目的に適っているのかもしれません、要するに、あなたには言わねばなりませんが、わたしの魂はより大きな物事に目標を定めたのです（多分、これについてはすぐに噂になります）と、少し無理のある冗談をつけ加えながら、彼は言った。これらの発言に心を揺すぶられた地方官は、子どもに何度もキスをする彼の妻に向かって、ところで、ご主人はすぐの支払いがご希望なんじゃありません？　と、おどけた感じで言った。それから、股の間に挟んだ帽子と杖をテーブルの上に置くと、ザッと目を通すため、馬商人がずっと手にもっていた書状を彼から受け取った。コールハースは、男の方に近づきながら、これはもしものために作った四週間の期限つきの売買契約書ですがと言って、署名、合計額（売買価格そのものの金額と、違約金つき売買、つまり、四週間以内に売買を見送る際に応じるべき弁済に関わる金額）の記入以外、全てが整っているのを示すと、これは公正なものであり、決して手間は取らせませんからと断言して、さあ、売値をつけて下さいと、もう一度、陽気な感じで男を誘ったのであった。夫人は、部屋のあちこちを歩き回っていた。心臓は早鐘を打って、子どもがつまんだ布地は、肩から完全にずり落ちそうになっていた。地方官は、ドレスデンの地所の価値については、皆目、見当がつきませんがと、言ったが、これに対して、コールハースは、買い取りのため、これまでに交わしてきた書状を男に押しつけながら、この書状からはもう半分くらい高値であると読み取れていたにも関わらず、わたしなら百グルデンと見積りますと、そう告げたのであった。もう一度、売買契約書に目を通して、その中で、彼からしても奇妙と思われる言い回しで、返還の自由が規定されているのに気づいた地方官は、すでに半分、心は決めていたが、もちろん、厩舎にいる繁殖馬たちはわたしの手に負えませんよと、言った。しかし、わたしも馬まで手放そうと思っていません、兵器庫にぶら下がっている多少の武器も手元に残すつもりですと、コールハースが答えたので、それゆえ――、地方官は、何度かためらいながら、しかし、少し前にすでに一度、散歩の途中、半分は本気、半分は冗談でつけたその地所の価値には全く相応しくないつけ値を、最後にここでもう一度、繰り返したのであった。コールハースは、書いて下さいとばかりに、インクと羽根ペンを押しつけたが、耳から入った内容が信じられなかった地方官は、本気ですか？　と、聞いて、少しカチンときた馬商人が、冗談を言っているだけとお思いですか？　と、答えたので、真面目な顔で羽根ペンを受け取って、筆を走らせたのであった。その申し出に対して、彼は、売り手がその取引を撤回しなければならない際の弁済について書いた部分は線で消して、買う気がしないドレスデンの地所は抵当に入れて、百グルデンの貸与を約束して、さらに二ヶ月間は取引を再び撤回できる完全な自由を与えてやった。これらの処置に感銘を受けた馬商人は、いや増す思いで男の手を握ると、主な条件であった売却価格の四分の一は即金で、残りは三ヶ月後にハンブルクの銀行での支払いという合意がようやく成った後、幸運にも上首尾に運んだこの取り引きを祝うために、ワインをここへと言った。彼は、栗毛に鞍を置くように下僕のシュテルンバルトに言づけてくれと、酒瓶を運んできた下女に言うと、わたしは首都〔ベルリン〕まで行き、準備をせねばならないのですと述べて、ここに戻ったらすぐ、今はまだ秘めておくべきことをもっと大っぴらに打ち明けるつもりでおりますと、それとなく伝えてやった。その上で、グラスにワインを注ぎながら、当時、まさに互いに戦闘状態にあったポーランドとトルコについての質問をして、それについての様々な政治的憶測の中に地方官を巻き込むと、その後、最後にもう一度、この取引がうまくいくようにと祈りながら、乾杯をして、男をそこから退出させたのであった。――地方官がその部屋から出るやいなや、リスベートが彼の前に跪いて、大きな声で言った。とにかく、わたしとわたしが産んだ子どもたちのことを思い続けていらっしゃるのなら、そして、どんな理由でかは分かりませんが、すでにわたしたちが追放されたのではないとするのなら、教えて欲しいのです。この恐ろしい下準備が、一体、何を意味するのかを！　コールハースが言った。愛する妻よ、本当にそうなのだが、毛ほどの心配もいらないのだ。地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカについてのわたしの嘆願書は下らぬ騒動だとする決議書が、この手元にはある。そして、そこには明らかに誤解があるから、もう一度、この嘆願書を、〔ブランデンブルク〕領邦君主ご自身に個人的にもち込んでやろうとわたしは決めたのだ。――どうして、家まで売ろうとなさるのです？　と、混乱した仕草で立ち上がりながら、彼女が大きな声を出した。彼女を優しく胸に抱きながら、なぜって、愛するリスベート、わたしの権利を守ってくれない領邦に住み続けようとは思わないからさ、踏みにじられるくらいなら、人でいるよりも犬になった方がましだ！　わたしの妻であれば、きっと同じように感じてくれるに違いないと、馬商人が答えた。――自分の権利が守られないと、どうして分かるのです？　控え目に陳情書を懐に忍ばせながら、いつものようにあなたがあの方に接近するのだとして、それが脇に置かれてしまう、あるいは、あなたからの聞き取りを拒否する回答が来るというのが、なぜ分かるのです？　と、声を荒らげながら、女が聞いた。――いいさ、分かったよと、コールハースが答えた。この点における不安が杞憂なのだとしても、それでもまだ、この家が売られてしまった訳ではないのだ。あの方ご自身が清廉の士であるのは、わたしがよく知っている。取り巻きたちの間を抜けて、〔ブランデンブルク〕選帝侯にまで辿り着ければ、権利が認められて、今週の終わり頃には、君のところや、昔からの仕事に喜んで戻ってこられるのに違いない。それから先は（と、キスをしながら、彼は続けた）、死ぬまでここで君と暮らしていく！――とはいえ（と、さらに彼は続けて）、あらゆるケースに対する準備を整えておくのは望ましいことだ。ということで、君にはしばらくの間、なるべく遠く、つまり、シュヴェリーンの叔母さんのところまで、子どもたちと一緒に行ってもらいたいのだ（どのみち、ずっと行きたがっていたじゃないか）。――ええっ？　と、女主人が叫んだ。シュヴェリーン？　国境を越えて、子どもたちと一緒に、叔母のいるシュヴェリーンまで？　そして、この驚きは、彼女から言葉を奪ってしまった。――そういうことさと、コールハースが答えた。事件のために行動を起こしても、後顧の憂いに煩わされずに済むように、できるだけすぐに。――「ああ！　意味が分かったわ！」と、彼女は叫んだ。「武器と馬以外、今のあなたには不要なのね。それ以外は、何であろうと、誰が取ろうと構わないんだわ、取りたい人が！」そうして、クルリと後ろを向くと、肘かけ椅子に倒れ込んで、泣いた。――驚いたコールハースが、言った。どうしたんだい、愛しいリスベート？　神様は、妻と子どもたちと財産をわたしにお恵みになった。今になって、急に、違うものをお願いすべきというのかい？――――――親しげな様子で彼女の横に腰を下ろすと、その言葉を聞いて、顔を真っ赤にした彼女が彼の首に腕を回した。――どうか言って欲しい（と、彼女の額にかかる巻き毛を払いながら、彼は言った）、わたしはどうしたらいいのだ？　わたしの事件を諦めるべきなのか？　トロンケンブルクまで行って、馬たちをまた返して下さいと、あの騎士にお願いをして、ヒョイと馬に跨がって、乗って帰ってくればいいのか？――そうすべきだわ！　とは、あえてリスベートは言わなかった。――泣きながら、首を振って、彼にギュッと身体を押しつけて、熱いキスで彼の胸を埋め尽くしてやった。「さあ、それなら！」と、コールハースが大きな声で言った。「わたしが生業を続けていく以上、この権利は与えられるべきと感じてくれているのなら、わたしはそれが欲しいのだが、それを手に入れる自由をわたしに与えておくれ！」そして、立ち上がると、栗毛に鞍を置きましたと伝えてきた下僕に、シュヴェリーンに妻を送るため、明日は鹿毛にも馬具をつけておくようにと言った。リスベートは、わたしにちょっと考えがありますわ！　と、言って、立ち上がると、涙を拭い、その陳情書を〔ブランデンブルク〕領邦君主に渡すために、わたしがそれを預かって、あなたではなく、このわたしがベルリンに行くというのはどうでしょうと、書見台に座っている彼に向かって尋ねた。複雑な胸の内から出たこの話に心を動かされたコールハースは、膝の上に彼女を抱き寄せながら、愛する妻よ、それは無理というものだ！　領邦君主には幾重にも取り巻きがいて、近づこうとすると、様々な厄介事に巻き込まれるのだと、言ったが、リスベートは、多くの場合、あの方に近づくには、男より女の方が何千倍も容易ですわと、そう答えた。その陳情書をわたしに渡して下さいと、リスベートは繰り返した。あなたが、陳情書を手にしたあの方しか見たくないのだとしても、わたしは保証します。あの方は受け取りますわ！　彼女の勇気や賢明さについては色々と証拠があったコールハースは、では、一体、どうやるんだと、彼女に聞いた。これに対して、彼女は恥ずかしそうに俯きながら、かなり昔、〔ブランデンブルク〕選帝候の城の城代が、シュヴェリーンで働いていた時、わたしに結婚を申し込んだのです、今では、確かにその方も結婚をして、沢山の子どもに恵まれていますが、まだ完全にわたしのことを忘れた訳ではないでしょう、――要するに、こういう事情やそれ以外のあり過ぎて話せない諸々の事情から有利さを引っ張り出すところは、わたしに任せて欲しいのですと、答えたのであった。コールハースは大いに喜んで、彼女にキスをすると、その提案に乗ってみようと言い、あの城自体の中で領邦君主に陳情をするには、男の妻の懐に入る以上のことは必要がないと教えて、例の陳情書を手渡すと、馬車に鹿毛を繋がせて、しっかりと荷造りした上、忠実な下僕、シュテルンバルトをお供につけて、送り出した。 
 　しかし、この旅は、彼が事件の中で行なったあらゆる不首尾に終わった行動のうちでも、最悪のものになった。というのも、それから数日も経ぬうちにすでに、シュテルンバルトが馬の口を捕らえて、再びトボトボと中庭に入ってきたが、その馬車の中では、手足をダラリと伸ばして、胸に恐ろしい挫傷を負った夫人が横になっていたのである。真っ青になって、コールハースは馬車に駆け寄ったが、この不幸の原因の連鎖については、何も聞き出すことができなかった。下僕の言葉によれば、城代は屋敷にはおらず、そのため、城の近くの旅館への投宿を余儀なくされて、翌日、リスベートはその旅館を発って、下僕たちには、馬たちと一緒にここに留まっているように命じていたが、夕方になる前にはもう、このような状態で戻ってきたとのことであった。察するに、余りにも厚かましく選帝侯に向かって進み出たので、あちら側の過失というより、彼女を取り囲んだ番兵のひとりの単なる粗野な熱狂で、その槍の柄によって、胸を突かれたようであった。少なくとも、夕方、失神した彼女を旅館まで運んだ者たちの話ではそうであった。というのも、彼女自身は、口から溢れる血に遮られて、ほとんど何も喋れなかったのである。その後、陳情書は、ある騎士の手によって受理された。シュテルンバルトは、わたしがすぐにも馬に飛び乗って、この不幸な事件の知らせを旦那様にお伝えしましょうと上申したが、呼び集めた外科医からのあらゆる抗議にも関わらず、いかなる事前の通告もなく、自分をコールハーゼンブリュックの主人のところまで運ぶべきであると、彼女は主張したのであった。コールハースは、移動によってすっかり瀕死の状態になった彼女をベッドに運んだが、そこで彼女は、苦しそうにやっとのことで息を継ぎながら、さらに数日間を生き永らえた。事件に繋がる何らかの情報をえるため、意識を回復させようという全ての試みは水泡に帰して、彼女は、硬直して、すでに生気のない目でそこに横たわって、何の答えも返さなかった。ただ、死の直前にだけ、もう一度、彼女は息を吹き返した。なぜなら、たまたまその時、ルター派の聖職者がベッドの脇に立って（ちょうどその頃、夫の例に倣って、彼女は、芽生えたばかりの信仰をその宗派に対して告白していた）、繊細かつ荘重なる大音声で、聖書の一節を朗読していたのである。そんなことで、突然、彼女は陰鬱な顔で聖職者を見つめると、あたかもそこには読むべきものがないという感じで聖書を引ったくって、ペラペラとページをめくり、何か探しものをするようであったが、ベッドの脇に座るコールハースに、人差し指で次の一節を差し示した。「あなたの敵を赦しなさい。あなたを仇する者にも、善行を施しなさい。」――それから、本当に心の籠った一瞥を投げて、彼の手を握ると、亡くなったのであった。――コールハースは思った。「神よ、わたしがあの地主貴族を赦すようには、わたしを赦されなさいますな！」熱い涙を流しながら、彼女にキスをして、その目を閉ざすと、彼はその部屋を立ち去った。すでにあの地方官が、ドレスデンの厩舎の代金として送ってくれた百グルデンを彼は受け取ると、彼女のためではなく、むしろ王妃のために指図されたような埋葬式を注文してやった。しっかりと鉄の金具が打たれたオーク材の棺桶、金や銀の房飾りがついた絹製の枕、荒石を漆喰で塗り固めた深さ八エレの墓。末の子どもを胸に抱きながら、墓穴の脇にひとりで立ち、彼はその仕事に目をやった。そして、弔いの日が来ると共、彼が黒布で覆うように命じた広間の中に、雪のように白い彼女の亡骸を安置したのであった。聖職者が、棺台の脇で感動的な説教を述べ終わると同時に、故人が手交したあの陳情書に対する決議書が届けられたが、そこには、馬たちをトロンケンブルクから請け出しなさい、投獄の処分を受けたくなければ、この件について二度と申請をしてはならないと、書かれていた。コールハースは、この書状を懐に入れると、棺桶を馬車に載せて運べと言いつけた。墓に土を盛って、そこに十字架を立てると、亡骸を葬った会葬者たちがその場を立ち去るやいなや、たった今、主をなくしたばかりのベッドの前にもう一度、跪いて、それから、復讐の仕事に着手した。彼は、椅子に腰を下ろすと、地主貴族が彼から奪い取って、野良仕事で駄目にしてくれた青毛を、地主貴族がこの書状を読んでから三日以内に、彼の生来の権利に基づいて、コールハーゼンブリュックまで移送して、コールハースの厩舎において、その手で肥育することを地主貴族ヴェンツェル・フォン・トロンカに命ずる判決文を書き上げた。彼は、この判決文を騎乗する使者に託すると、書状を手渡した後は、再びコールハーゼンブリュックまで戻ってくるのだと、同人に対して指図した。馬の引き渡しがなく三日が過ぎると、彼はヘーゼを呼び出して、馬の肥育に関して、いかなる義務を地主貴族に課したのかを説明した上で、自分と一緒にトロンケンブルクまで馬で行き、地主貴族を連行してくるか、同人がコールハーゼンブリュックの厩舎で判決文に書かれたことの実行を渋る場合には、連行した男に鞭を食らわせるか、二つのうちのどっちがいいか？　と、聞いて、ヘーゼが、そこから読み取れるだけの意味を読み取って、「旦那様、今日からでも！」と、歓声を上げて、鍔なし帽を空に向かって投げながら、馬櫛の当て方を教えるため、あいつには結び目が十個のベルトを編み上げさせてやりましょう！　と、断じたので、コールハースは、屋敷を売り、子どもたちは馬車に放り込むと、領邦の国境の外まで送り出して、夜を迎えて、いずれも黄金のように忠義心に溢れた総勢七人の残りの下僕たちを招集すると、彼らに武器をもたせて、準備を整えて、トロンケンブルクに向けて出発した。 
 　三日目の夜が更けた頃にはすでに、これらの数少ない手勢を引き連れて、無駄話をして、門のところに立っていた収税吏と門番を蹴散らしながら、居城の中に飛び込んでいた。ヘーゼは、彼らが火を投じた城の小屋という小屋から、突然、パチパチと音がしている中を、螺旋階段を抜けて、城守の塔内に侵入すると、半裸になって座り、カード遊びに興じていた城守と執事を、殴ったり、刺したりして、なぎ倒したが、一方のコールハースは、地主貴族のヴェンツェルのいる城内に押し入っていた。天からの裁きの天使はこのようにして舞い降りたが、ちょうどその時、大爆笑の渦の中、馬商人が送付した抗告状を側にいた大勢の若い友人たちに読み聞かせていた地主貴族は、城の中庭からやってくる声に気がつくやいなや、一転、死んだように顔を真っ青にしながら、逃げろッ、諸君！　と、紳士たちに叫んで、姿を消してしまった。広間に入るやいなや、自分に近づいてきた名をハンス・フォン・トロンカという地主貴族の胸倉を掴んで、広間の隅に放り投げたので、その脳髄が石畳に飛び散っていたコールハースは、武器を手に取った他の騎士たちを下僕たちが制して、追い散らす中を、地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカはどこだ？　と、問いかけていた。呆然とした人々が何も知りませんと言うので、彼は、城の側翼に繋がる二部屋の扉を蹴破ったが、広い建物をあちこち駆け回っても男が見つからないので、出口の封鎖のため、悪罵しながら、城の中庭まで降りていった。そうするうち、小屋からの火に炙られて、すでにして城は、天に向かってモクモクと大量の煙を吐きながら、全ての付属施設と一緒にもう紅蓮の炎に包まれており、シュテルンバルトは、キビキビと立ち働く三人の下僕たちと一緒に鋲や釘で留められていないあらゆるものを引っ張り出しては、馬と馬の間に素晴らしい戦利品として引っくり返していたが、その一方で、開け放たれた城守の窓からは、ヘーゼの勝鬨の声と共、城守や執事の死体がその妻や子どもと一緒に、バラバラと降ってきていた。城の階段を降りていた時、地主貴族の家政を切り盛りしていた痛風病みの老執事夫人にヒシと足元にすがりつかれたコールハースは、踏み段に立ち止まりながら、地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカはどこだ？　と、女に聞いて、か細い、震える声で、礼拝堂の中に逃げ込んだと思いますと、女が答えたので、松明をもった二人の下僕を大声で呼んで、鍵が手元になかったので、鉄梃と斧で入り口をこじ開けさせて、祭壇やベンチを引っくり返したものの、それでも地主貴族が見つからなかったのは、彼にとっての大きな痛手であった。たまたまコールハースが礼拝堂から戻ってみると、トロンケンブルクの身内の若い下僕が、すでに炎で炙られている大きな石造りの厩舎から、地主貴族が所有する中でも最も気の荒い雄馬を引っ張り出そうと、大急ぎでこちらに来るところであった。まさにその瞬間、藁で葺かれた小さな小屋に例の二頭の青毛たちがいるのを見い出したコールハースは、どうしてこの青毛たちは救い出さない？　と、尋ねて、下僕が、厩舎の扉に鍵を差し込みながら、もうこちらの小屋は燃えていますからと、答えたので、コールハースは、その鍵を厩舎の扉から勢いよく引き抜き、塀の向こうに投げ捨てると、刀の峯で霰のように激しくその下僕を叩きながら、燃え盛る小屋のところまで追い立てて、野次馬たちの恐ろしい哄笑の中、その青毛たちを救い出すように強いたのであった。それにも関わらず、自分のすぐ後ろでその小屋が倒壊してからほんの何分か後、その口を捕えていた馬たちと一緒に、驚きの余り、顔を青くしながら、下僕がそこから戻ってみると、もうそこにはコールハースの姿はなく、城の前の広場にいた下僕たちのところまで足を運び、何度も自分に背中を向けてくる馬商人に、今さらこの馬で何をするのです？　と、聞いてみると――、突然、馬商人は、不意に、恐ろしい、もし当たっていたら即死だったかもしれない勢いで足を振り上げて、男たちには一言も返さず、サッと自分の鹿毛に跨がり、城の門の下を通り過ぎると、下僕たちが自分たちの営みを続ける中、黙って朝明けの光に目をやっていた。 
 　朝になると、城は城壁を残して完全に焼け落ちて、そこにいるのはコールハースと七人の下僕たちだけになった。彼は馬から降りると、再度、明るい陽光の下、それによってようやく四隅が照らされた一帯を捜索したが、非常につらいことではあったが、この居城への試みは完全に失敗したと認めない訳にはいかず、それゆえ、痛みと苦しみで胸を一杯にしながら、地主貴族が逃亡中に取った進路の情報を入手するため、何人かの下僕をつけて、ヘーゼを送り出した。とりわけエアラプルンという名のムルデ川の河岸の裕福な女子修道院と、慈悲心に溢れた敬虔な婦人としてその地では知られていたそこの尼僧院長のアントニア・フォン・トロンカが、彼の心を悩ませることになった。というのも、この尼僧院長は、あの地主貴族の血を引く叔母で、彼の幼児期の乳母でもあったので、このような形であらゆる必用品を奪われた今、彼がこの修道院に逃げ込むのは極めてありそうな話だと、不幸なコールハースには思われたのである。コールハースは、この状況についての情報を入手した後、まだ居住に使えるだけの部屋があった、城守の塔に登ると、いわゆる「コールハースの訓令」を口述して、それを文章の形に書き表わさせて、その中では、自分が法律上の戦いを挑んでいる地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカにはいかなる支援も行なってはならないと、この〔ザクセン〕領邦に対して命じて、それどころか、死刑やそこから来る全財産の焼却刑こそが相応しいこの男を自分に引き渡すという義務を、親戚や友人であるなしに関わりなく、全住民に対して課していた。彼は、旅行者や外国人を通じて、この宣言文をその地方に向けて発布して、それどころか、下僕のヴァルトマンには、エアラプルンにいるアントニア尼の手元までそれを届けよとの具体的な指示をつけて、その複写を渡すということまでやった。その上で、地主貴族に不満があって、戦利品を入手できる見通しに釣られて手下になりたがっていたトロンケンブルクの数人の下僕たちと話をして、彼らを歩兵の様式に従って石弓と短剣で武装させると、騎乗した下僕たちの後ろにつくように教えて、輜重隊が強奪した全ての物品を換金して、皆に分け与えると、この辛い仕事からくる疲れを癒すために、数時間、城門の下で休息を取ったのであった。 
 　昼になって、ヘーゼがやってきて、すでにコールハースが重苦しい予感に浸りながら、思い描き、ずっと心で呟いていたことではあったが、あの地主貴族が、叔母のアントニア・フォン・トロンカ老尼と共に、エアラプルンの修道院に潜伏していますという報告を、馬商人に対して行なった。どうやら彼は、城の背後の壁に空けられた外部に抜ける扉を通って、エルベ川の小舟が浮かぶところまで斜めに繋がる、小さな屋根つきの、細長い、石造りの階段を降りて、脱出したようであった。少なくともヘーゼの報告によれば、トロンケンブルクの火事で集まった人々は、真夜中、例の地主貴族が、舵も櫂もない小舟に揺られてエルベ川のとある村に逢着して、村の荷車でまたエアラプルンに向けて出発したというので、怪訝な顔をしていたという話であった。――――――コールハースは、この情報に大きくため息をつくと、馬たちは飼葉を食べたのか？　と、聞いて、食べましたと、手下たちが応じたので、それでは馬たちに騎乗せよと一団に命じて、三時間後には、すでにエアラプルンの前に立っていた。折しも、雷鳴がはるか遠方の地平線近くでブツブツと呟く中、その地点を前に点火した松明を手に、彼は一群を引き連れて、その修道院の中庭に入って、彼を迎えに出た下僕のヴァルトマンが、訓令は確かに手交しましたという報告を行なっていたちょうどその時、その尼僧院長と修道院執事が、取り乱した感じで口論をしながら、修道院の門をくぐってくるのが見えたが、一方の修道院執事（小柄で、年配の、雪のような白髪頭をした男）は、コールハースに怒りの目差しを向けて、甲冑を着せてもらいながら、大胆不敵な声で、自分を取り囲む下僕たちに塔の鐘を打ち鳴らせと命じて、他方の尼僧院長は、銀の十字架を片手で捧げながら、亜麻布のように真っ青になって、傾斜路を降りると、コールハースの馬の前で、他の尼僧たち全員と一緒にパッタリとひれ伏していた。ヘーゼとシュテルンバルトが、帯剣していなかった修道院執事を打ちのめして、捕虜として馬と馬の間に引きずり出している間に、コールハースは、地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカはどこだ？　と、女に向かって聞いたが、ベルトから大きな鍵束をジャラジャラと外しながら、ヴィッテンベルクだわ、コールハース、威厳のある方！　と、女が答えると、神を畏れなさい、それから、不正を働いてはなりません！　と、震える声で言い足したので、――再び成就しない復讐という地獄に突き落とされたコールハースは、馬頭を転じて、火を放て！　と、叫ぼうとしたものの、その瞬間、恐ろしい雷電が、彼の身体を掠めて、地面に落ちたのであった。再び女の方に馬頭を向けながら、わたしの訓令は受け取ったか？　と、コールハースが聞いて、弱々しい、聞き取れるかどうかの声で、たった今、受け取りました！　と、婦人が答えて――、「たった今とは？」――、神様のご加護で、地主貴族の甥がすでに完全に逃亡を果たして、二時間が経過した今です！――――――コールハースが、陰気な目つきで身体を向けた先の下僕のヴァルトマンが、大雨でムルデ川が増水して、今以上には早く辿り着けなかったのですと言って、吃りながら、この事実を認めたので、コールハースは気を取り直して、松明の火を掻き消しながら、広場の敷石の上に降り注いだ恐ろしい突然の驟雨が、彼の不幸な胸の内にあった痛みを拭い去っていったので、婦人の前で帽子をピクリと動かすと、兄弟たちよ、わたしに続け、あの地主貴族はヴィッテンベルクだ！　という言葉と共、馬頭を転じて、拍車を当てると、厩舎を後にした。 
 　すっかり夜になって、街道筋にある宿屋に投泊すると（馬たちがひどく疲弊していたので、そこで一晩、休息を取らなければならなかった）、十人の一団をもってしても（というのも、今ではそれくらい強大になっていた）、ヴィッテンベルクのような土地には逆らえないと分かっていたので、彼は二本目の訓令を書き上げると、そこで、この領邦において自らが遭遇した事件についての短い説明の後、彼自身の表現を借りるなら、「全ての善良なキリスト者たち」に対して、「手付金やその他の戦闘からえられる利益についての誓約」をしつつ、「全キリスト者の共通の敵である地主貴族のフォン・トロンカへの事案を敢行」するように要請していた。その後、すぐに出されたもうひとつの訓令では、彼は自らを「帝国からも、世界からも自由な、神のみに支配された人士」と呼んでいた。それは、病的で、迷妄に彩られた狂懆であったが、とはいえ、チャリチャリという金の鳴る音や、略奪物が手に入るという見込みもあって、ポーランドとの和平で扶持をなくしたならず者たちの大量の流入を招いて、それゆえ、ヴィッテンベルクの殲滅のために、彼がエルベ川の右岸に戻ってみると、実際、その数は三十余名にまで膨らんでいた。当時、彼は、この市をグルリと囲む薄暗い森の中の人気のない場所にあった朽ち果てた古い煉瓦小屋の屋根の下、馬や下僕たちと横になっていたが、訓令を手に変装して市中に派遣されていたシュテルンヴァルトから、市ではすでに訓令が広く知れ渡っていると聞くと、聖霊降臨祭の聖なる前夜、一団と共にすぐにそこを発って、住民が寝込んでいる間に、市の複数の地点に同時に放火したのであった。その際、市の郊外で、下僕たちが略奪の限りを尽くしている一方で、彼はとある教会の扉の柱に一枚の書状を貼り出したが、そこには次のように書かれていた。「われ、コールハースは当市に火を放った。もし件の地主貴族を引き渡さないのなら、」そこに書いてあった通りに言えば、「地主貴族の捜索のため、いかなる壁の裏も覗かずに済むよう、全てを灰塵に帰せしめるであろう。」――この前代未聞の悪事に対する住民の驚きは言葉では言い表わせず、幸い、風のない夏の夜だったのもあり、火は十九棟の家屋（その中には、教会が一棟あった）を焼いただけで終わったが、夜明けと共、その大部分が鎮火するやいなや、老代官オットー・フォン・ゴルガスは、この驚くべき暴君を撃退するため、五十人からなる一隊をすでに派遣していた。しかし、その際、一隊を率いるゲルシュテンベルク大尉が余りにも馬鹿なヘマをやったので、倒すどころか、コールハースの一行全員に恐ろしく危険な武勲を与えることになった。というのも、彼を包囲、撃滅するという考えで、大尉はこの兵士たちを沢山の部隊に分けたので、孤立した各地点で一団をひとつに固めたコールハースに、殲滅、潰走させられて、すでにして翌日の夕方には、領邦の希望であった全部隊のうちの誰ひとり、その戦場に立っていなかったのである。これらの戦闘で手勢の数人を失なったコールハースは、翌朝、改めて市に放火して、血腥い下準備が功を奏して、多くの家屋と郊外の納屋のほとんどが再び灰塵に帰すことになった。その際、彼はあの有名な訓令を再び貼り出したが（より正確には、市庁舎自体の四隅に貼り出した）、そこには、代官によって派遣されて、コールハースによって破滅させられたフォン・ゲルシュテルンベルク大尉の運命についての報告も添えられていた。この挑戦にひどく立腹した代官は、自ら、数人の騎士たちと共、百五十人からなる部下の一団の先頭に立った。地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカには、彼からの書面による訴えに基づいて、彼を市から完全に遠ざけようとする民衆の暴力から守ってやるための番兵をひとりつけて、その地方の全村には番兵たちを配備して、市を襲撃から防衛するために、市の環状囲壁には哨所を設けた後、聖ゲルヴァジウスの日、領邦を荒らす竜を捕獲するため、自ら出陣したのであった。この一団から身をかわすなど、馬商人には朝飯前であって、巧みな行軍で市から五マイルの地点までおびき出すと、あらかじめ仕組んだ様々な計略で誘い込んだあの代官が、優勢に押されて、馬商人がブランデンブルク領まで逃げようとしているとすっかり信じた後、突如、三日目の晩を迎えるや、ギャロップでヴィッテンベルクまで馳せ戻り、市に三度目の放火をしたのであった。変装して、市中に潜伏していたヘーゼが、この驚くべき芸当をやってのけ、刺すように吹く北風に乗って、この大火が周辺まで延焼する壊滅的なものになったため、三時間も経ぬうち、四十二棟の家屋、二棟の教会、多くの修道院と学校、それに選帝候の代官自身の建物が、灰塵に帰すことになった。夜明けと共、敵はブランデンブルク領に入ったと信じていた代官は、起こった出来事の報告を受けて、隊伍を乱して引き返すと、そこで大混乱に陥っている市を見い出した。つまり、民衆が、角材や杭で封鎖された地主貴族の屋敷の前で、何千人にも数を膨らませて、猛り狂った叫び声を上げながら、市の外に彼を放逐しろと要求していたのである。官服に身を包んで、全参事会員の先頭に立った名をイェンケンスとオットーという二人の市長は、様々な理由から、地主貴族自身がそこに発ちたいと望んでいたドレスデンに彼を運ぶことの許可を求めて、〔ザクセン〕内閣官房の宰相宛てに送っていた急使の帰還を待ちましょうと説いていたが、それも空しく、槍と棒で武装したこの無分別な一団は、これらの言葉には全く耳を貸さず、余りにも厳しい処分を求める数人の会員には虐待を加えながら、今にも地主貴族の屋敷を急襲し、打ち壊そうとしていたが、その時、代官のオットー・フォン・ゴルガスが、騎兵部隊の先頭に立って、市中に姿を現わしたのであった。その場に居合わせるだけで、すでに民衆に崇敬と恭順の念を生じさせるのが常であったこの威厳ある人士は、そこから失敗に終わって戻ってきた企てのいわばかわりにとでもいうように、放火殺人犯の一味である駆逐された三人の下僕たちを市門のすぐ前でうまく捕獲すると、民衆の見る前で一味を鎖に繋ぎながら、わたしはコールハースの追跡を続けているので、遠からず、鎖に繋がれたあいつ自身を投獄できるでしょうと、抜け目のない言い方で市参事会に保証したので、幸い、これらのあらゆる鎮静化に向かう状況の力で、集まった民衆の不安は静められて、地主貴族がそこにいることについても、ドレスデンからの急使が戻るまでは、ある程度、怒りが抑えられることになった。彼は、幾人かの騎士を引き連れて馬から飛び降りると、防御用の柵や杭を取り除いた後、二人の医者の腕に抱えられながら、失神から目覚めては再び失神して、その二人の医者が精油や刺激剤で意識を取り戻させようとしている地主貴族の屋敷に足を踏み入れたが、オットー・フォン・ゴルガス氏は、地主貴族が自らの罪で招いた行為については今は意見を交える時ではないと分かっていたので、静かに侮蔑の視線を投げながら、あなたは身なりを整えて、ご自身の安全のため、わたしの後ろについて騎士用の独房の中に入って下さいと、言うだけに留めておいた。人々は、地主貴族に胴着を着せて、鉄兜を被せてやり、息ができなかった地主貴族は、まだ半分は胸をはだけさせながら、代官と、彼にとっては義理の兄弟に当たるフォン・ゲルシャウ伯爵の腕にすがって、街道のところまで姿を現わしたが、その時、彼を名指しする神すら冒涜するような驚くべき呪詛の言葉が、天に向かって駆け上っていた。徒歩傭兵たちによって、ようやく押し止められていた民衆たちが、地主貴族を指差しながら、蛭、領邦の惨めなペスト、人類の厄介者、ヴィッテンベルク市の呪い、ザクセンの汚物と、怒号していたが、瓦礫の山になった市の横断という悲惨な行軍の後（その際、彼は自分ではそれとは気づかず、何度も鉄兜を地面に落としては、またそれを騎士が後ろから被せてやっていたが）、最後に一行が監獄に到着するや、彼はそこでひとりの屈強な番兵に守られながら、塔の中に消えていった。そういう間にも、選帝候の決議を携えた急使の帰還によって、市は新たな不安の中に投げ込まれていた。というのも、放火殺人犯たちの勢いに押されて、ドレスデン市民が性急な請願書を使って直訴した〔ザクセン〕領邦政府は、その建物の中に地主貴族がいるとは関知したがらず、それどころか、同人を、同人がいるはずの場所で（なぜなら、同人はどこかにはいるはずなので）、代官が自由になるだけの兵力を使って守るべしとする義務を代官に対して課していたが、その一方で、善良なヴィッテンベルク市に対しては、同人によるさらなる厄介事から市を遠ざけるため、フリードリヒ・フォン・マイセン王子が指揮するすでに五百人にまで膨らんだ軍団がそちらへ接近中であるという話が、市を沈静化するために伝えられた。ちなみに、こういう種類の決議書では民衆が決して鎮まらないということを、この代官はよく分かっていた。すでに市外の随所で馬商人が勝ち取っていた数々の小さな勝利によって、ここまで成長を遂げた強さに関する極めて不愉快な噂が広まっていたという理由だけでそうなったのでもなかった。というのは、夜陰を突き、瀝青、麦わら、硫黄をもった変装したならず者たちによって進められてきたこの戦闘は、それ自体、こちらに接近中のフォン・マイセン王子が擁する援軍よりもさらに強力な援軍が現われても、これまでもそうだった前代未聞の先例のない形で、それを無効化するかもしれなかったのである。短い熟考の後、代官は、受け取った決議書を完全に葬り去ろうと心に決めた。彼は、フォン・マイセン王子が自らの到着を知らせている手紙だけを、市の辻々に貼り出させた。夜が明けるや、獄舎のあった中庭から飛び出した、しっかりと鎧戸を降ろした一台の馬車は、重武装に身を包んだ四人の騎兵たちに伴われて、ライプツィヒに向かう街道の上を走っていたが、その際、この馬車はプライセンブルクに向かっているのだと、騎兵たちがそれとなく触れて回っていた。その存在が火や剣と結びつけられていた邪悪な地主貴族に対する落ち着きを民衆が取り戻すやいなや、代官自身は、三百人からなる一団と共、フリードリヒ・フォン・マイセン王子と合流するためにその地を出発した。一方のコールハースは、実際、彼が俗世で取ってきた特別な態度によって、百九人にまでその勢力を増やして、イェッセンでも武器の蓄えを調達したため、その軍団は最高度にまで武装を整えていたが、二つの嵐が接近中という報告を受けるやいなや、それが王子のところに到達する前に、暴風雨の速度で王子に相対しようという決意を固めた。そういうことで、彼は、翌日にはすでに、ミュールベルクの近郊でフォン・マイセン王子に夜襲をかけたが、その戦闘の際、誠に遺憾ながら、ヘーゼという存在を失なってしまった（最初の銃弾が命中するとすぐ、彼はコールハースの傍らにズサリとくずおれた）。しかし、彼はこの喪失に憤激すると、三時間に及ぶ戦闘の中、戦力をその村に集中できなかった王子をして、自らの数箇所の重傷と自軍の完全な潰走によって、夜明けと共、ドレスデンに退却せざるをえない状態にまで痛めつけた。この勝利にすっかりのぼせたコールハースは、まだ代官がこのことについての報告を受ける前、その彼の方に転進すると、白昼、ダーメロー村の近郊の広大な平原にいた代官に対する攻撃に出たが、しかし、実際には、恐ろしい大敗北を喫して（とはいえ、同じくらいの勝利も上げたが）、深夜まで格闘することになった。そう、かりにミュールベルクで王子が喫した敗北について、まだこの代官が伝令から何も知らされず、そういうことで、さらによい時期が来るまで、同じようにヴィッテンベルクに引っ込んでいた方がましと判断していたとしても、その翌朝には、むしろコールハースの方が、部隊の残党を引き連れて、ダーメローの教会の墓地に入った代官を再攻撃していたであろう。この二つの部隊の潰走から五日後、コールハースはライプツィヒの目前にまで肉迫すると、市の三方に火を放った。――この機会にばら撒かれた訓令の中では、彼は、自らを「全世界がその中に落ち込んだ奸計を、火と剣によって誅するため、今回の訴訟事件で地主貴族の側につかんとする全ての人々の前に来臨した、大天使ミカエルの代理人」と、称していた。あわせて彼は、奇襲して、そこに住まいを定めたリュッツェンの城から、万物によりよい秩序を与えるため、こちらの指示に従うようにと、民衆に向けて呼びかけていたが、その訓令は、狂ったような調子で次のように結ばれていた。「われわれの暫定的な世界政府）の所在地であるリュッツェンの大城にて、これを認める。」ライプツィヒの住民の幸運の女神は、降り止まぬ雨のため、それ以上には火の手が進まず、既設の消防隊の迅速な働きの前で、プライセンブルクの近くの数軒の雑貨屋が燃えるだけに終わるという結末をお望みになられた。それにも関わらず、目の前に半狂乱の放火殺人犯がいることに対する市中の驚き、地主貴族がライプツィヒにいるという幻想に対する市中の驚き（そういう幻想の中に市はあったが）は筆舌に尽くせず、コールハースに差し向けた百八十人の騎馬隊の一団が蹴散らされて、市まで押し戻されたので、完全に市門を閉鎖して、昼夜の別なく住民たちに壁の外を見張らせるくらいしか、市の財産を譲るつもりがない市参事会に残された道はなかった。地主貴族はプライセンブルクにはおりませんと、市参事会は明確に断言する布告を周辺の村々に貼らせたが、空しかった。というのも、馬商人は、同種の書状の中で、地主貴族はプライセンブルクにいるはずであると主張して、かりに同人がプライセンブルクにいなくても、少なくとも居所の名前を明かされるまで、あたかも同人がプライセンブルクにいるかのように振る舞うと説明したのである。ライプツィヒ市が陥っている苦しみについての報告を急使から受けた〔ザクセン〕選帝候は、コールハースの一味の拿捕のために、すでに二千人からなる軍団を招集して、自らその陣頭指揮に当たるつもりであると表明した。彼は、ヴィッテンベルク地方からの放火殺人犯の放逐という目的に対して、曖昧で、思慮に欠けた手段を使った科で、オットー・フォン・ゴルガス氏を厳重訓告にしたが、誰の手によるかは分からぬ、コールハースの一味に対する布告がライプツィヒの近郊の村々に貼り出されて、その中身が「地主貴族のヴェンツェルは、従兄弟のヒンツとクンツと共に、ドレスデンにいる。」であると分かった時の、ザクセン全土、とりわけ首都のドレスデンを襲った混乱は、誰にも書き表わせない。 
 　マルティン・ルター博士は、こうした状況の中、俗世での地位から来る名声に支えられた、鎮静効果をもった言葉の力を駆使して、コールハースの一味を俗世の秩序の大道に押し戻すという仕事に着手して、放火殺人犯の胸の中にあるこちらに役立ちそうな要素に望みを繋いで、馬商人に対する次のような内容の高札を公布したが、それは〔ザクセン〕選帝侯領の全町村に貼り出された。 
 
 　「正義の剣を揮うために遣わされたと詐称するコールハースよ、一体、お前は何をするのか、盲目の情熱という狂気に踊らされた不心得者よ、それ自体、不正とされることで頭から爪先まで満たされたお前は？　家臣として仕えてきた領邦君主が、お前の権利、つまらない財産を巡る係争におけるお前の権利を拒絶したというので、不吉なる者よ、お前は火と剣をもって立ち上がり、彼が鎮撫していた平和な教区に、荒野の狼のように姿を現わした。お前は、虚偽と奸計に満ちたこれらの主張によって、人々の心をかどわかしたが、罪人であるお前は、神が全ての心臓の襞の中を照らすといういつか来るその日に、神の御前でそのことについて申し開きできると思うのか？　自分の権利は拒絶されていると、どうしてお前は言えるのか？　失敗に終わった最初の軽率な試みの後、穢らわしい自力復讐の感情に圧倒されて、激高したその胸が、権利を手に入れる努力を完全に放棄してしまった、そのお前に？　そうして、配達された手紙を握り潰した、あるいは、引き渡すべき通知を差し押さえたという一群の廷吏と権力の犬たちであるが、それは、お前の上役であろうか？　涜神者よ、お前の本当の上役は、お前の事件について何も知らないということを、わたしはお前に知らせなければならないのか――わたしは何を言ったらいい？　お前が抗っている当の領邦君主ですら、お前の名前を知らないという、そのことをか？　それゆえ、いつの日か、彼を告発するためにお前が神の玉座に歩み出したとしても、当の本人は、晴れやかな顔で、主よ、わたしはこの男に不正を働いてはおりません、なぜなら、その男の存在は、わが魂とは全く無縁でありましたからと、答えられるということをか？　知るがよい、お前の操る剣は、略奪と殺人衝動の剣。お前は逆賊で、正義の神の戦士ではない。この世では車裂きと絞首台が、あの世では悪行や不信心に対して下される劫罰が、お前を待っている。 
 
 ヴィッテンベルク某所 
 マルティン・ルター」 
 
 　コールハースは、折しも、リュッツェン城において、千々に乱れた心でライプツィヒを灰塵に帰するための新たな計画をあれこれと練っていたが――というのも、地主貴族のヴェンツェルはドレスデンにいるという村々に貼られたその通達には、彼が望んだ市参事会員の署名はおろか誰の署名もなかったので、彼はそれを軽んじたのであった――、その頃、シュテルンバルトとヴァルトマンは、夜更けに、城の門道にこの高札が掲げられているのを、驚きと共、見い出していた。何日も、彼らはコールハースの前には進んで足を運ばず、コールハースがそれに目を留めるのを期待していたが、空しかった。というのも、夕刻、陰鬱に、物思いに沈みながら、確かに彼は姿を見せるのであるが、それはただ短い命令を下すためにであり、何かに目をやることはしないので、そういうことで、ある朝、彼の命に反してこの近隣で略奪を働いた二人の下僕を絞首刑にしようとしていた時、彼らはそのことを彼に気づかせようと決意したのであった。腰の後ろで両手を組みながら、物思いに沈み、門までやってきたコールハースは、目を上げて、そこでピタリと足を止めると、自分が見る中、下僕たちが恭しく後退りをしていくので、ぼんやりと二人に目をやりつつ、相当な早足でその柱のところまで走っていった。しかし、自分のしたことが不正であると断じるその紙片を見た時に、彼の魂の中に湧き上がっていたことを、一体、誰に記せよう。というのも、そこには、彼が知る中でも最も高貴で、尊敬すべきとされる名前、マルティン・ルターの名前の署名があったのである！　その顔に濃い血の色がサッと上り、兜を脱ぎながら、最初から終わりまで、二度、彼は目を通して、呆然とした目つきで、何かを言いたげな感じで後ろを振り返ると、下僕たちの間を突っ切っていったが、何かを口に出すことはなく、壁から紙片を剥がして、もう一度、それに目を通して、大きな声で、ヴァルトマン！　わたしの馬に鞍を置け！　シュテルンバルト！　お前は、わたしと共に城の中へ！　と、言って、姿を消してしまった。恐ろしく危険な状態にあった彼を急に武装解除させるためには、このような最低限の言葉だけで十分であった。彼は、チューリンゲンの小作人の扮装に身をやつすと、ある非常に重要な用件でヴィッテンベルクまで行かねばならなくなったからと、シュテルンバルトには告げて、特に優秀な下僕たち数名に見守られながら、リュッツェンの残党の指揮はシュテルンバルトの手に託して、その期間中であれば攻撃される恐れはないので、三日後には再び帰ってくると確約すると、ヴィッテンベルクに向けて出立した。 
 　名前を偽って、とある宿屋に投宿して、そこで日没を迎えるとすぐ、マントに身を包んで、トロンケンブルクで鹵獲した一組の拳銃を懐に入れて、ルターの部屋に忍び込んだ。ルターは、書類や本に囲まれて、書見机のところに座り、見知らぬ、奇妙な風体の男が扉を開けて、後手でカチャリと鍵をかけるのを目にして、誰だ？　何の用だ？　と、尋ねたが、恭しい感じで帽子を片手でもち上げた男が、これから自分がきっかけを作るかもしれないルターの驚きをビクビクと予感しながら、馬商人のミヒャエル・コールハースでございますと、返事をするかどうかで、ルターが、退がれ！　と、大きな声を出して、呼び鈴のところまで急ごうと、書見机からサッと立ちながら、お前の息はペストだ、お前の接近は破滅だ！　と、つけ加えた。コールハースは、それ以上はピクリともその場から動かず、拳銃を引っ張り出すと、尊師よ、あなたがもしその呼び鈴を鳴らされるのなら、この拳銃の一発で、わたしはあなたの足元に死体となって転がりましょう！　お座りになって、わたしの話に耳をお貸し下さい、あなたが詩の中で描いている天使たちに囲まれていたとしても、わたしと一緒にいる時ほど安全ではありませんと、言った。腰を下ろしながら、ルターが、何の用だ？　と、聞いた。わたしを不正な人間だとするあなたの意見に論駁を加えたいのです！　例の高札の中で、あなたは、わたしの上役はわたしの事件について全く関知していないと仰いました、ならば、わたしに自由通行権をお与え下さい、わたしがドレスデンまで出向いて、わたしの問題について、その上役に報告して参りますからと、コールハースが応じた。「救いようのない、度しがたいやつめ！」と、一連の言葉に混乱を来たしながらも、同時に安心もして、ルターが大きな声を出した。「身勝手に裁判審理を進めておきながら、地主貴族のフォン・トロンカを襲撃してもよいとする権利、もしその居城において彼を見い出せなければ、彼を匿った全都市を火と剣で悩ましてもよいとする権利を、お前はどこからもらったのだ？」尊師よ、これから先は、どこからも！　ドレスデンから来たある報告が、ずっとわたしを惑わし、唆してきました！　わたしが人間の下劣さを使って進めてきたこの戦い、それは一種の犯罪でした、あなたが保証してくれたように、上役がわたしを追放さえしていなければ！　と、コールハースが答えた。追放！　と、彼のことをマジマジと見ながら、ルターが叫んだ。何という狂乱の思考がお前を捕らえている？　お前が住む国家という共同体から、誰がお前を追放するということがある？　いみじくも、国家というものがある以上、どんな人間でも、そこから追放されてしまうという事態が、一体、どうして起こりえる？――追放されていますと、ギュッと拳を握りながら、コールハースが答えた。わたしに言わせれば、法律の守護を禁じられた人間は、追放されているのです！　というのも、わたしの生業の平和な繁栄のためには、これらの守護が必要になってきますから。ええ、そうなのです。ですから、雑多な家財道具と一緒に、わたしはこの一団の中に逃げ込んで、わたしに守護を禁じた当の本人は、荒野の猛獣たちが闊歩する場にわたしを追いやって、あなたは否定するのでしょうが、彼は自衛のための棍棒をわたしに手渡したのです。――誰が法律による守護を禁じただと？　と、ルターが叫んだ。わしは書いてやらなかったか、お前が出した嘆願書は、まだお前が宛てた先の〔ザクセン〕領邦君主の手には届いてすらいないのだと？　もし公僕たちがあの方の背後でそれを握り潰したり、あるいは、そうではなくても、あの方の知らぬところで神聖な名前を嘲笑っているとしても、そういう従者を選んだという廉で、神以外の誰が責任を問えるというのか、呪われた、途方もない人間であるお前に、彼を処罰する権利が与えられているのか？――分かりましたと、コールハースが答えた。〔ザクセン〕領邦君主がわたしを追放していないというのなら、また、もう一度、彼の守護する共同体の懐の中に入りましょう。もう一度、繰り返しますが、不逮捕特権つきでドレスデン行きの護衛を与えてもらえませんか。そうしてもらえれば、リュッツェンの城に集めている一団は解散させて、門前払いを受けた嘆願書については、〔ザクセン〕領邦の裁判所の場で、もう一度、申し述べることにします。――ルターは、不機嫌そうな顔で、机の上にあった書状を別の書類の上に投げながら、沈黙の中に沈み込んだ。この奇妙な男がこの領邦で取っている反抗的な態度が彼を不愉快な気分にしたが、男がコールハーゼンブリュックから地主貴族に宛てて出した訓令について考えながら、で、お前はドレスデンの裁判所に対して何を望むのか？　と、聞いてみた。地主貴族へ法律に則った処罰、かつての状態への馬疋の回復、われわれに対してなされた暴力行為によって、わたしやミュールベルクで亡くなった下僕のヘーゼが被った損害の賠償をですと、コールハースが答えた。――損害の賠償！　違法な自力復讐の穴埋めとして、手形や保証金という形で、すでにユダヤ教徒やキリスト教徒から何千という金を巻き上げておきながら、それでもお前は、賠償についての照会が来たら、計算して、その価額を見積もるというのか？　と、ルターが大きな声を出した。――神よ、ご加護を！　と、コールハースが答えた。妻の埋葬費はもちろん、屋敷、農場、わたしが保有していた財産の返還すら、わたしは求めておりません！　ヘーゼの老いた母親が、治療代の計算書や、彼女の息子がトロンケンブルクで受けた損害に対する明細書は出すのでしょうし、わたしが売れずに終わった青毛の損害は、政府から専門家に見積もりを出してもらえればと思います。――狂おしい、人知を絶した、度しがたい男め！　と、ルターは言うと、男の方をジッと見た。お前の剣が、復讐、それも考えつく限り、最も残忍な復讐を地主貴族に行なった後でもまだ、やつへの判決にお前を駆り立てているものは何だ（最終的にそうなったとしても、大した効果は期待できないだろうに）？――頬から一筋の涙を落としながら、尊師よ！　今回のことでは、わたしは妻を亡くしており、コールハースとしては、それが不義の争いによる死でなかったことを世間に知らしめたいのです、この件については、わたしの意見を採り入れて、あちらの裁判所の判断を仰いでもらえませんか、色々と議論の余地がある他の全ての点は、わたしがあなたの意見を採り入れますからと、コールハースが答えた。――よいか、世論が言うように、状況が全く違っているというのなら、お前が言っていることには理があるし、お前が独断で自力復讐の方に舵を切る前に、もしこの争いを〔ザクセン〕選帝候の決定に委ねていても、一々、お前の主張が受け入れられていただろうことをわしは疑っていない、しかし、全てを考慮してみると、かりに救世主のためにお前が地主貴族を無罪放免にして、あんなにも痩せ細って、憔悴した青毛を引っ張って、それに跨がって、それの肥育のためにコールハーゼンブリュックの厩舎まで戻っていたとしても、そのことによって、事がもっと上首尾に運ばなかったということがあるだろうか？　と、ルターが言った。――運んだのかもしれませんがと、窓辺に歩み寄りながら、コールハースが答えた。運んだのかもしれませんが、運ばなかったのかもしれません！　尊師よ、あれを四本の足で立たせるのに、愛する妻の心臓の血がいるとさえ分かっていたら、あなたが言うようにさえやっていたら、一シャッファーの燕麦を惜しいとさえ思わずにいたら、運んでいたのかもしれません！　しかし、これまでのところは、大きな代償を払ってやってきたので、やり方は変えずに行こうと思っています。しかるべき形で判決が出たら、地主貴族にはあの青毛を肥育してもらいましょう。――――様々な思いに耽り、再び自分の書状に手を伸ばしながら、わしはお前のために〔ザクセン〕選帝候と交渉してくるから、その間、お前はリュッツェンの城で静かにしていろ、もし自由通行権が認められたら、道端で公けに貼り出す形で、そのことは発表されるであろうと、ルターが言った。――確かにまあと、コールハースがその手に接吻するために身を屈める中を、ルターが続けた。〔ザクセン〕選帝候が正義のために恩寵の判決を下すかどうかは分からない。なぜなら、彼は、一軍団を招集して、今にもリュッツェン城でお前を拿捕しようとしていると、聞いているのだから。ただ差し当たっては、すでに言った通り、わしはやれるだけのことをやってきた。それから、立ち上がると、彼を帰らせるための準備に取りかかった。あなたのお約束で、この点についてはすっかり安心していますと、コールハースは言うと、それを受けて、ルターは手で別れの挨拶を送ったが、一方のコールハースは、突然、彼の前で深く跪いて、わたしの心の中には、もうひとつお願いがあるのですと、言った。というのも、いつもは聖体を拝領するのが習いの聖霊降臨祭のこの日に、わたしは、自分の軍事作戦があって、教会に行きそびれておりますが、わたしの懺悔をお聞きいただいて、それへの返礼として、特別な準備はなしで、聖なる秘跡の恩寵をわたしに授けるという親切心があなたにはおありですか？　少し考えた後で、鋭い視線を彼に走らせながら、ルターが言った。分かった、コールハース、わしがそれを授けよう！　だが、お前が祝福しようという聖体のもち主であるあの方は、もうお前の敵を許してしまっているのだ。――一体、お前には（と、彼は続けたが、一方のコールハースは、困ったような顔で、彼の方を見ていた）、自分を侮辱した地主貴族を同じように許して、トロンケンブルクまで行って、青毛に跨り、肥育のためにコールハーゼンブリュックまで騎乗して帰ろうとは思わないのか？――「尊師、」と、彼の手を握り、顔を赤くしたコールハースが言った。――ふむ？――「あの方も、自分の敵の全てを許したのではありません。〔ザクセン〕選帝候、わたしの二人の上役である城守と執事、ヒンツとクンツの両氏、かつてこの件でわたしの名誉を傷つけたあらゆる人を許すというのは、わたしの方でやってみます。しかし、あの地主貴族に対しては、できるのであれば、あの青毛たちを再び肥え太らせよと、要求したいのです。」――ルターは、これらの言葉を聞くと、不満そうな顔で彼に背を向けて、呼び鈴の紐を引いた。それに呼ばれた書生が、明かりを手に廊下に姿を現わすと、コールハースは涙を拭きながら、驚いて床から立ち上がったが、鍵のかかった戸口で書生が空しく奮闘している一方で、ルターが書類の前に再び座ったので、この男にはコールハースが扉を開けてやった。ルターはその招かれざる客をチラッと横目で見ると、書生に向かって、明かりをもってこい！　と、言ったが、言われた書生は、この訪問者を一瞥して、少し驚いたものの、壁から玄関の扉の鍵を取ってきながら、この男が外に出るのを待つと、半開きの扉の向こうに消えた。――動揺して、帽子を両手で掴んだコールハースが、尊師、そうすると、お願いした和解という恩恵に、わたしは与れないのですか？　と、言うと、救世主についてはできないが、領邦君主については、――わたしが約束した試みが、どうなるのかにかかっている！　と、そっけなくルターが答えた。それから彼は、言いつけた仕事に一刻も早く取りかかるように、目で書生に合図を送った。コールハースは、沈痛の表情を浮かべながら、胸に両手を当てて、下の方に延びる階段を照らす書生の後に従って、その場を後にした。 
 　翌日、ルターは、ザクセン選帝候に公的な書状を送ったが、その中で、彼は、選帝侯の取り巻きで、周知のように、例の嘆願書を秘匿したヒンツとクンツの両氏（フォン・トロンカ献酌侍従および侍従長）に対してきつい苦言を呈した後、このように腹立たしい状況下では、この件については馬商人の提案を容認して、訴訟の再開に向けて、男に恩赦を与えるしか残った道はありませんと、生来、身についた大胆さで〔ザクセン〕選帝侯に進言していた。世論は、極めて危険なレベルでこの男の側についておりますので、三度、男の手で灰塵に帰せられたあのヴィッテンベルクにすら、男に肩入れする者がおり、さらにもしこの提案が却下されたとしても、間違いなく、悪意に満ちたコメントと共、男は自らの提案を民衆に知らせるでしょうから、もはや国家権力ではコントロール不能なレベルにまで簡単に民衆は扇動されるでしょうと、彼は書いていた。こういう異常事態では、武器を手にした市民との交渉という懸念は考慮から外すべきで、実際、この男は、自分に対して取られた法的手続きによって、ある意味、国家という関係の埒外に置かれています、要約すれば、このいさかいから抜け出すには、この男のことは、王位に逆らう反乱児というより、実際、余所者なので、ある意味、そう見なしてもよい資格があるのですが、むしろこの〔ザクセン〕領邦に攻め入った他国の一勢力として取り扱った方がましなのですと、彼は結論づけた。――〔ザクセン〕選帝候がこの書状を受け取った時、その城には、帝国の総司令官で、ミュールベルクで襲撃を受けて、その怪我が元でまだ寝込んでいたフリードリヒ・フォン・マイセン王子の伯父のクリスティーン・フォン・マイセン王子、裁判所の大法官のヴレーデ伯爵、内閣官房の宰相のカルハイム伯爵、ヒンツとクンツの両フォン・トロンカ氏（前者が献酌侍従で、後者が侍従長）、選帝候の幼なじみと腹心の部下たちが、顔を揃えていた。枢密顧問官の資格で、選帝候の名前や紋章を使用する権限をもち、選帝侯の親書を取り扱っていた侍従長のクンツ氏が、この件についてまず口火を切って、わたしが偽りの陳述に惑わされて、それを全く根拠のない、無益な仕事とさえ見なしていなければ、裁判所で、馬商人が従兄弟の地主貴族に提起した嘆願書を独断的な処置で却下するということは絶対にしなかったでしょうと、もう一度、詳細に論じた後で、目下の情勢についての話を始めた。彼は、この失策に関して、馬商人が自らに許した残酷な自己復讐をやってもよいとする資格は、神と人の法のどちらを見ても出てきませんと、述べると、合法的な軍事力としてあの馬商人と折衝してしまえば、神に呪われたあの頭に後光が差すことになるでしょうと語って、そのために選帝候という神聖な位格に跳ね返ってくる恥辱は余りにも耐えがたいと感じられるので、むしろ（と、彼は火のような雄弁を揮って）、もっと極端なこと、つまり、ルター博士が行なった提案が容認されると聞くくらいなら、狂った反乱者が書いた判決文が受理されて、青毛の肥育のため、従兄弟の地主貴族がコールハーゼンブリュックまで連行されるのを見ている方がましと思えるのですと、言った。裁判所の大法官のヴレーデ伯爵は、クンツ氏に半身を向けながら、確かに思わしくないこの事件の解決に当たって、あなたが示された選帝候の名声に対するこのように繊細な配慮が、この事件が始まった時に発揮されていなかったのは全く遺憾なことですと、語った。彼は、明らかに間違った対策の実行のために、軽々しく国家権力を用いることへの疑念を〔ザクセン〕選帝候に表明すると、領邦内での馬商人に対する人々の継続的な殺到に意味ありげな視線を投げながら、不法行為の糸はこの調子で無限に紡がれていくでしょうと説いて、この糸を引きちぎり、この卑劣な騒動から政府をうまく引き上げるには、犯した過失を、直接、無条件に弁済しながら、公正な態度を率直に保っていくしかないのですと、語った。君ならどう考える？　という〔ザクセン〕選帝侯の質問に、クリスティーン・フォン・マイセン王子は、選帝候への尊崇の気もちから、少し身体の向きを変えながら、ヴレーデ伯爵にその心情を明らかにしてもらって、わたしの心は、確かに、極めて深い尊敬の念で満たされていますが、伯爵は、コールハースの権利の実現を助けるつもりではいても、ヴィッテンベルクや、ライプツィヒ、その他の、彼らに虐待の被害を受けた領邦からの損害賠償や、少なくとも、処罰を求める正当な要求を自らが妨げているという点を考慮に入れてはおられませんと、答えた。この男との関係の中では国家の秩序が余りにもひどく傷つけられており、権利の学問から借用した原理では、ほとんどそれを修復できません。そういう次第で、わたしは侍従長の意見に従って、そのような場合に発動される手段を用いるという考え方に賛同したいと思っています。つまり、十分な規模の軍勢を掻き集めて、それによって、リュッツェンに拠点を置く馬商人に脅しをかけるか、あるいは、圧倒するかするのです。侍従長は、王子と選帝候のために壁際から椅子をもってくると、恭しい態度でそれを部屋の真ん中に置きながら、このように両義的な事件を仲裁する手段について、誠実さと分別をあわせもった方と意見が共有できたのは嬉しい限りですと、言った。王子は椅子には腰をかけず、それを片手で握りながら、ジッと彼の方を見て、わたしが両手を挙げてそのことを喜ぶ理由には決してなりません、というのも、そこに結びついてくる対策は、あなたにあらかじめ逮捕命令を下達して、領邦君主の名を悪用した件で告訴するということに必然的になってくるのですからと、断言した。というのも、予測もつかない形で増殖して、裁判所の手すりの前に出廷するのにも場所が足りない一連の悪事については、正義の玉座の前に幕を降ろすしかないとしても、あなた方がきっかけを作った最初の悪事については話が違って、あなたを極刑に処すという告発を行なって初めて、馬商人の抹殺についての全権が国家の手に委任されるのですが、その事件というのが、極めて筋が通っているというのでその名が轟いていて、彼自身、民衆から一本の剣を与えられて、それを身に帯びているくらいなのです。これらの言葉に驚いた地主貴族のクンツが、ジッと目をやった先の選帝侯は、顔を赤らめながら、身体の向きを変えて、窓辺に歩み寄った。カルハイム伯爵が、あらゆる方向からの当惑に満ちた一休止の後、こんなやり方では、現在、陥っている魔圏からは抜け出せませんと、言った。同じ道理で行くなら、あなたの甥のフリードリヒ王子にも、訴訟は及んできます。なぜなら、彼もまた、コールハースに対して行なったあの奇妙な偵察行動の際、色々な形で命令を踏み越えたので、それゆえ、現在、陥っている苦境の原因を作った大勢の人々の群れに尋問をすれば、彼も同じようにその頭数の中に入ってくるでしょうし、ミュールベルクで発生したあの一件についても、領邦君主からの責任を問われることになるでしょう。献酌侍従のヒンツ・フォン・トロンカ氏は、彼の机の脇まで選帝侯が近づいていたが、ぼんやりした視線を漂わせてそこまでの言葉を引き取ると、当然、採択されるべき国家の決定が、ここにお集まりのような分別をおもちの方々の手をどうやってすり抜けたのか、それはわたしには分かりませんがと、言った。あの馬商人は、わたしの知る限り、ドレスデン行きの完全な自由通行権と事件の再審理のかわりに、彼と一緒にこの領邦に侵入した一団を解散すると約束しています。とはいえ、この邪悪な自己復讐に恩赦を下せというのではありません。つまり、ルター博士も参事院も混同しているらしい二つの権利概念があるのです。いずれにせよ（と、一本の指を片方の小鼻の横に当てながら）、ドレスデンの裁判所で青毛たちに対する判決が出るのであれば、放火殺人と略奪を理由にコールハースを監獄に送り込むのを妨げるものは何もないので、つまり、これは、二人の政治家の見解のよい部分を結びつけた政治的手腕のある変更であり、現世と後世の人々から称賛されるのは間違いないのですと、彼は続けた。――この発言に対して、王子と大法官は、目だけで献酌侍従のヒンツ氏に答えを返して、ゆえにこの討議はまとまったと感じられたので、次の参事院の会議が開かれるまでに、皆さんからもらった色々な意見は自分でもよく考えてみますと、〔ザクセン〕選帝侯は言った。――王子が案出した暫定的な対策は、友情に対して極めて感じやすかった選帝候の心から、すでに全ての準備が整った暫定的なコールハースへの出兵の気力を奪ったようであった。少なくとも、最も的を射た意見を述べたと思われた大法官のヴレーデ伯爵の印象が彼の中にはあって、その伯爵が、何通かの書状を彼に渡してきて、その中で、実際、あの馬商人は、すでに四百人にまで勢力を増やして、それどころか、侍従長の不始末が元で〔ザクセン〕領邦を覆っているこの大いなる不満もあるので、遠からず、今の二、三倍の勢力を、彼らは当てにできるでしょうと、書いてあるのが分かった時、選帝侯は、迷わず、ルター博士が提案した助言を受けることを決めた。それに従って、選帝侯は、コールハースの事件の全指揮権をヴレーデ伯爵に譲渡したが、その数日後には、すでにある高札が立てられて、大まかな内容に従って、われわれはそれを次のようにお伝えする。 
 　「われわれ、某、某、そしてザクセンの選帝候は、マルティン・ルター博士がわれわれに下した仲裁に対して、特別に寛大な配慮を払いながら、閲覧から三日以内に、もっている武器を手放すという条件つきで、ブランデンブルクの馬商人であるミヒャエル・コールハースに同人の事件の再審理のためのドレスデンへの自由通行権を与えるが、そういうことから、予測できない話でもないが、青毛たちに関する嘆願書がドレスデンの裁判所で退けられるようなことがあれば、私的制裁を遂げるために独断的な企てを起こしたという廉で、同人に対して、あらゆる法的な強制力を用いた厳格な処分を下すが、そのような裁きが下りなければ、彼とその一団に対して、正義のかわりに慈悲を認めて、ザクセンで行なわれた暴力沙汰に関して、完全なる恩赦を下す。」 
 　〔ザクセン〕領邦の全ての広場に張り出されたこの高札の一枚をルター博士から受け取るや、そこで伝えられていたのがはなはだ条件つきの話だったにも関わらず、コールハースは、餞別、謝辞、適切な警告を与えて、すぐに一団の全員を解散してしまった。金銭、武器、家財道具など、略取した全ての品々を、彼は、選帝候の所有物としてリュッツェンの裁判所に預託すると、コールハーゼンブリュックの地方官には、自農場の買い戻し（あくまで、可能であれば）のための何通かの書状をもたせたヴァルトマンを、シュヴェリーンには、再び手元に置こうと思っている子どもたちを請け出すためのシュテルンバルトをそれぞれ派遣した後、リュッツェンの城を抜けて、誰にも知られず、証書の形で保持している少額の財産の残りだけをもって、ドレスデンに向けて出立した。 
 　地方官の誠実さのおかげで、まだ手元にあったピルナ郊外の小さな住居の扉を叩いた時、夜はちょうど明けたばかりで、市全体はまだ眠りの中にあったが、驚き、狼狽しながら扉を開けた老執事のトーマス（家政の切り盛りをしていた）に、ここに馬商人のコールハースがいると、政府の要職にいるフォン・マイセン王子に伝えてくれと、コールハースは言った。その知らせを受けたフォン・マイセン王子は、この男と人民の関係についてすぐに頭に入れた方がよいと考えて、その直後、お供の騎士たちや荷役夫たちを連れて外に出たが、コールハースの住居に繋がる街道には、すでに数え切れない人間の群れが集まってきていた。死の天使が降臨して、火と剣で人民の抑圧者たちを蹴散らしているとの知らせで、市の内外を問わず、ドレスデン全体が騒然となっていて、好奇心に満ちた一団が殺到するので、人々は玄関の扉に閂を降ろさなければならず、若者たちは、そこで朝食を食べている放火殺人犯を一目見ようと、屋敷の窓をよじ登っていた。王子は、場所を空けてくれる番兵たちの力を借りて、屋敷の中に押し込んで、コールハースの部屋に足を踏み入れるや、服を脱ぎかけの状態でテーブルの脇に立つ男に向かって、馬商人のコールハースとはお前か？　と、尋ねて、これに対して、自らの境遇について訴える何枚かの書類が入った紙入れをベルトから取り出しながら、厳かに王子に手渡して、さようでございます！　と、コールハースは応じると、わたしは、自軍の解散後、下達された選帝候の自由令に従って、青毛たちに関するヴェンツェル・フォン・トロンカへの嘆願書を裁判所に提出するため、ドレスデンまでやってきましたと、つけ加えた。頭のてっぺんから足の先までコールハースを舐め回す、素早い一瞥の後、王子は、紙入れの中の書類を一読して、その中のリュッツェンの裁判所で出された証明書が、選帝候の財産のためになされた供託とどういう関係にあるのかを説明させると、子ども、財産、この先、男が送ろうとしている暮らしについての様々な種類の質問により、この男の生き方をさらに吟味して、あらゆる面でこの男には安心できることを読み取った後で、もう一度、書状を男に返しながら、お前の訴訟の進行を妨げるものは何もなく、訴訟を始めるなら、裁判所の大法官のヴレーデ伯爵にじかに問いあわせるがよいと、言ってやった。それから、一呼吸置いた後で窓辺に近づくと、屋敷の前に集まっていた民衆をジロリと一瞥しながら、最初のうちは、番兵を受け入れなければならないぞ、在宅の時だけでなく、外出の時もお前を守ってくれるのだから！　と、伝えた。――――驚いて、ジッと俯きながら、コールハースは黙り込んだ。再び、窓辺から離れながら、「何にしても！」と、王子が言った。「そこから生じる結果には責任を取らなければならない。」そして、屋敷から離れるという意図をもって、再び扉の方に向きを変えた。慈悲深い方！　どうぞ御心のままに！　ただ、わたしがお願いした場合、すぐにまた番兵を外していただくことはお約束下さい、そうであれば、今回の措置に異議を唱えることはいたしません！　と、われに返ったコールハースが言った。そんなことは当たり前だと、王子は答えると、この目的で派遣された三人の徒歩傭兵たちに対して、お前たちが逗留するこの屋敷の主人であるこの方は自由の身であり、この方の外出時には、ただ護衛の目的でのみ、後ろに従うことを許可するという指示をした後、下向きの手の動きで馬商人に挨拶をして、その場を後にした。 
 　正午頃、コールハースは、警察からの注意もあり、危害を加えてくることは一切なかった見渡す限りの群衆を従えながら、三人の徒歩傭兵たちをお供に、裁判所の大法官のヴレーデ伯爵の屋敷にやってきた。前室で、穏やかに、親しげに彼を出迎えた大法官は、丸二時間、彼の相手をしてやって、事件の始めから終わりまでの全容についての話をさせた後で、嘆願書をじかに作成、提出するのであれば、市の有名な官選弁護士の許を訪ねればよいであろうと、言ってやった。コールハースは、それ以上は時間を無駄にせず、同人の屋敷に赴くと、却下された最初の嘆願書に完全に添った形で、法律に則った地主貴族の処罰、馬疋の原状回復、彼、および、ミュールベルクで死亡した下僕ヘーゼが被った（ただし、これについては、同人の老母に対する）損害の賠償を求める嘆願書を仕上げた後で、今でもまだ見物しようとする群衆を引き連れながら、急用で呼ばれぬ限り、もうそこからは離れまいと心に決めて、再び元の屋敷に戻っていった。 
 　そうするうち、地主貴族の方も、ヴィッテンベルクでの拘禁を解かれて、両足を腫れ上がらせた恐ろしい丹毒からの回復の後、馬商人のコールハースから告訴されていた、違法に略取されて、潰された青毛の嘆願書に対する弁明のために、これでもう最後という条件で、ドレスデンまで出頭せよとの要請を〔ザクセンの〕領邦裁判所から受けていた。地主貴族の傍系に当たる従兄弟のフォン・トロンカ侍従長とフォン・トロンカ献酌侍従の兄弟は（地主貴族は、彼らの屋敷に滞在していた）、最大限の憤怒と軽蔑を表わしながら、地主貴族を迎えて、一族に恥辱と不名誉を与えたろくでなし、卑劣漢めと名指しすると、この訴訟に勝てる見込みは将来に渡っても全くないと予告しながら、今すぐ、世間から嘲笑されつつの肥育を運命づけられた青毛の調達に向けた準備をして下さいと、求めたのであった。地主貴族は、弱々しく声を震わせながら、わたしはこの世で一番哀れな男ですと、言った。自分を不幸のどん底に突き落とした呪わしい事件の全容について、わたしはほんの少ししか知らないのです、あいつらは、何も知らず、そんな気もないわたしを余所に、あの馬たちを収穫に使って、途方もない、一部はあいつら自身の農場における酷使で潰してしまったのですから、悪いのは全部、あの城守と執事なのですと、誓った。そう言って、腰を下ろすと、たった今、ようやく抜け出したばかりの災禍の中に、侮辱や中傷によって、軽はずみにわたしを突き返さないで下さいと、頼んだのであった。翌日、灰塵に帰したトロンケンブルクの近隣に地所があったヒンツとクンツの両氏は、従兄弟の地主貴族からの要請に基づいて、他にやれることもなく、不幸なあの日にいなくなり、そこから完全に行方不明になったあの青毛たちの報告を集めるため、その地に住む執事や小作人に宛てて、書状を認めていた。しかし、その場所は完全に廃墟と化しており、ほぼ全ての住人が惨殺されていたので、分かったことといえば、ひとりの下僕が、放火殺人犯による刀の峯打ちに追われて、つがいの青毛たちがその中にいた燃え盛る小屋からその馬たちを助け出したが、その後、これをどこへやりますか、これで何をしますか、という下僕からの問いには、恐ろしい癇癪もちによる足蹴りの返答しかなかったという話だけであった。マイセンまで逃げ延びて、書面による照会を受けていた地主貴族の屋敷の痛風病みの老執事夫人は、その下僕であれば、恐ろしい夜が明けたあの朝、馬たちの口を牽いて、ブランデンブルクの国境に向かって歩いていたという証言をしたが、同所で行なわれたあらゆる照会は空振りに終わり、この地主貴族の屋敷には、ブランデンブルクに住む下僕だけでなく、そこに延びる街道沿いに住居をもつ下僕もいなかったので、この報告は誤りではないかと考えられるようになった。問題の時刻に、縄に繋いだ二頭の馬を連れたひとりの下僕が同地に姿を現わしたが、その馬たちは極めて悲惨な状態にあり、それ以上、一歩も先に進めなかったので、再度の育成を望むある羊飼いの牛小屋の中にそれは残されたという供述が、トロンケンブルクの大火から数日後、ドレスデンを離れて、ヴィルスドルーフまで出てきた人々から聴取されていた。様々な理由から、これが探している青毛たちらしいのは極めてありそうな話であったが、そこから来た人々の断言によれば、そのヴィルスドルーフの羊飼いは、すでに身元不明の人物にこの馬を再び売却したとのことであり、馬たちはすでに神の許にみまかり、ヴィルスドルーフの骨塚に埋められたという、出所不明の第三の噂もあった。従兄弟の地主貴族が自分の小屋を保有しておらず、そのことによって、ヒンツとクンツの両氏は、彼らの小屋で青毛たちを肥育する必要からは免除されていたので、容易に分かるように、これらの物事の変転が願ったり叶ったりでもあった二人は、それでもより完璧な保証を求めて、この状況の真偽を確かめたいと考えたのであった。そういうことで、ヴェンツェル・フォン・トロンカ氏は、世襲君主、封建君主、裁判権保有君主の資格を用いて、ヴィルスドルーフの裁判所に向けてある書状を認めたが、その中では、自分が委託を受けて、いわゆる不幸な偶然によって行方不明にしたあの青毛たちについてダラダラと書いた後、今、どこにその馬たちがいるのかを捜索して、あらゆる費用の十分な弁済と引き換えに、誰であれ、その所有者に対して、ドレスデンの侍従長クンツ氏の小屋までその馬たちを移送するように、要求、強制してもらいたいと、一心に懇願していた。そういうことで、それから幾日も経ず、ヴィルスドルーフの羊飼いが馬たちを売った先の男が、あろうことか、本当に姿を現わして、痩せて、フラフラの青毛たちを荷車の柵柱に繋いで、当市の市場まで出てきたのだが、ヴェンツェル氏や、それどころか、誠実なコールハースにとって不幸だったのは、それがあのドッベルンの皮剥ぎ人だったことであった。 
 　ヴェンツェル氏は、従兄弟の侍従長がいあわせた時、ある不確かな噂から、トロンケンブルクでの火災を逃れた二頭の青毛たちを連れた男がその市まで来ているという話を聞いて、もしそれがコールハースの馬たちであるのなら、対価を払って引き取って、屋敷まで運び入れてやろうと、屋敷から掻き集めた数人の下僕たちをお供に、二人して、男がいる城の前の広場まで足を運んだ。しかし、馬たちが繋がれた二輪の荷車を見るために、その見世物に吸い寄せられて、すでにドンドンと数を増している人々の群れを見て、この騎士たちは大いに驚いたが、その人々は、いつまでも続く哄笑の中、国家を揺るがすあの馬たちがもう皮剥ぎのところまで来ている！　と、大声で互いに言いあっていた。荷車の周りをグルグルと回って、今にも死にそうな哀れな馬たちを観察していた地主貴族は、途方に暮れながら、コールハースから自分が取り上げた馬はこれとは違うかもしれないと言ったが、侍従長のクンツ氏は、言葉にならない怒りに満ちた一瞥を彼に投げながら（もし、それが鉄でできていたら、ヴェンツェル氏は粉々になっていたであろう）、勲章や鎖がちゃんと見えるように、後手でマントを払い上げながら、皮剥ぎのところまで来て、この青毛たちは、ヴィルスドルーフの羊飼いが手に入れて、所有者の地主貴族のヴェンツェル・フォン・トロンカが当地の裁判所に徴発を求めた、あの馬ではないのか？　と、聞いた。桶一杯の水を手で抱えて、荷車を牽くデップリと太った駄馬に水をやっていた皮剥ぎ人は、こう言った。「この青毛がですか？」――桶を置いた後、駄馬の口から馬銜を外してやりながら、彼は言った。「柵柱に繋がれているこの青毛たちは、ハイニヒェンの豚飼いが売ってくれたんです。どこからそれが来たのか、それがヴィルスドルーフの羊飼いからなのか、それはその豚飼いも知らなかったっけ。そういえば、」桶をまた取り上げて、轅と膝の間で挟みながら、「そういえば、ヴィルスドルーフの廷吏がその豚飼いに、ドレスデンのフォン・トロンカの屋敷までそれを運ぶようにと言ったんだっけ。で、そこで指定された地主貴族の名前というのが、クンツとか言ったかな。」と、言った。そう言いながら、駄馬が桶の中に飲み残した水の余りをもち、クルリと向きを変えると、ザバリと街道の敷石の上にぶちまけた。嘲笑する人々の群れの視線に囲まれて、冷ややかな熱心さで仕事に励む男の視線を自分に向けさせられなかった侍従長は、わたしが侍従長のクンツ・フォン・トロンカだが、お前が運べと言われた青毛たちは、わたしの従兄弟の地主貴族の所有物に相違なく、それは、あの大火の際、トロンケンブルクから逃げた下僕を通じて、ヴィルスドルーフの羊飼いの手に渡ったのだが、元々、この二頭は、馬商人のコールハースのもち馬だったのだ！　と、言った。そして、そこに大股開きで突っ立って、ズボンをたくし上げている男に、そんな話を聞いていないか？　この状況に全てがかかっているのだが、そのハイニヒェンの豚飼いは、ひょっとしてヴィルスドルーフの羊飼い、あるいは、その羊飼いからそれを買った別の第三者から、それを入手してはいなかったか？　と、聞いた――荷車の方を向くと、立ち小便をしていた皮剥ぎ人は、こう言った。「わたしは、フォン・トロンカの屋敷でその代金を受け取るために、この青毛たちを連れてドレスデンまで行けと言われました。今、あなたが仰っていることが、わたしには全く頭に入りません。あと、ハイニヒェンの豚飼いの前のこいつのもち主が、ペーターなのか、パウルなのか、ヴィルスドルーフの羊飼いなのかということは、盗品ではないのですから、どっちでもいいことです。」そう言いながら、広い背中の上で鞭をたすきがけにして、腹も減ってきたので、朝飯を食べようという心づもりで、広場にある食堂まで歩いていった。侍従長は、ハイニヒェンの豚飼いがドッベルンの皮剥ぎに売却したという馬たちが、あの悪魔がザクセン中を乗り回していたあの馬ではない場合、この馬たちをどう処分したらよいのか全く分からなくなり、あなたには何か言うことはありませんかと、地主貴族に話を振ったが、その彼は、真っ青な唇をブルブルと震わせながら、コールハースのものであろうとなかろうと、この状況なら、その青毛たちは買うべきでしょうと返事をしたので、侍従長は、自らを生んだ父と母を呪い、マントをバッと翻しながら、これから何をすべきか、させるべきかも分からず、この人々の群れから離れていった。彼は、街道を馬で走っていた旧知のフォン・ヴェンク男爵に、こちらへおいで下さいと声をかけると、それから、ならず者たちが、嘲笑するようにこちらに目を向けて、ハンカチを口に当てながら、ドッと噴き出してやろうと 、こちらの出発だけを待っている様子だったので、頑なにその場は離れぬようにしながら、その男爵に向かって、大法官のヴレーデ伯爵の屋敷で馬から降りてもらえませんか、そして、あの方の取りなしを受けながら、青毛たちの検分のために、コールハースをこちらに寄越すように動いてもらえませんかと、頼んだのであった。たまたま、そのコールハースが廷吏に呼ばれて、皆からの要請を受けていたリュッツェンでの供託についてのある種の説明のため、大法官の居間まで来ていた時、前述の目論見で、この男爵が部屋の中に入ってきて、不機嫌そうな顔をした大法官が肘かけ椅子から立ち上がって、男爵には知らぬ顔である馬商人には、手に書類をもたせたまま、脇で立ちん棒をさせていた時、その男爵が、フォン・トロンカの一族が置かれた窮状についての説明を始めた。あのドッベルンの皮剥ぎ人が、ヴィルスドルーフの裁判所から出された欠陥だらけの援助要請に基づき、馬たちを連れて姿を現わしたのですが、その馬というのが余りにも惨めな有り様で、地主貴族のヴェンツェルですら、コールハースの馬と認めるのをためらったほどでしたが、もしそれでも、騎士たちの厩舎における回復を試すため、あの皮剥ぎ人から馬たちを買うというのなら、申し上げた状況を疑いのないものにするために、コールハースによる事前の目視検査がどうしても必要になってきます。「そういうことで、」と、彼は結論づけた。「番兵の手であの馬商人を屋敷の外まで連れ出して、馬たちのいる市場まで案内するという親切心が、あなたにはおありですか。」大法官は、鼻から眼鏡を外しながら、第一に、話に出てきた事情をコールハースによる目視検査でしか究明できないとしている点、第二に、地主貴族が望む地点までコールハースを番兵に連行させる権限が法官にあると思い込んでいる点で、あなたは二重の誤ちを犯していると、言った。それから、後ろに立っている馬商人を紹介すると、自分は腰を下ろして、再び眼鏡をかけながら、この件については、こちらの馬商人自身に相談してみてはどうかと、勧めた。――コールハースは、表情ひとつ変えず、心の中の動きを気取られぬようにしながら、その皮剥ぎ人が市にもち込んだ青毛たちの検分のために、市場まで足を運ぶ用意はありますと、言った。驚いた男爵が、振り返って自分に目をやっている間に、コールハースは、再び大法官の机のところまで近づいて、紙入れから取り出した書類でリュッツェンでの供託に関する報告をさらに色々とした後で、それでは失礼いたしますと、言ったが、顔を真っ赤にして窓辺に歩み寄った男爵もまた、わたしも失礼しますと言って、二人して、フォン・マイセン王子がつけた三人の徒歩傭兵を従えながら、人の群れを掻き分けて、城の前の広場まで歩いていった。その間に、侍従長のクンツ氏は、周辺に集まった友人たちの懇願にも関わらず、ドッベルンの皮剥ぎ人に対峙しながら、群衆の中での立ち位置を確保していたが、馬商人を連れて、その男爵が姿を現わすやいなや、馬商人の方に近づいていき、荷車の背後に立っている馬はお前のものか？　と、傲然と剣を小脇に抱えながら、尋ねた。馬商人は、慎み深く後ろを振り返り、そう問いかけてくる知らぬ顔の紳士に軽く帽子を上げた後で、その質問には答えず、騎士たち全員をゾロゾロと引き連れて、皮剥ぎ用の荷車に近づきながら、皮剥ぎ人が与えた乾し草には口をつけず、地面の方に首を曲げて、覚束ない足取りでそこに立っている馬たちを、十二歩の距離から（それ以上は、近づかずに）サッと観察して、旦那様ッ！（と、言いながら、また侍従長の方を向いて、）その皮剥ぎ人の言葉に偽りはありません、荷車に繋がれているのはわたしの馬です！　と、言った。それから、紳士たちの輪の中で周りに目を光らせながら、もう一度、帽子をずらして一礼すると、番兵につき添われて、再びその場を後にした。侍従長は、その言葉を聞いて、兜の羽飾りが揺れるほどの早足で皮剥ぎ人の側まで駆け寄ると、金が入った財布を投げつけて、その皮剥ぎ人が財布を手に取り、額にかかる髪を鉛の櫛で後ろに撫でつけながら、金勘定をしている間に、その馬の綱を外して、屋敷まで連れてくるんだ！　と、ひとりの下僕に命じた。その下僕は、主人の叫ぶ声で、群衆の中に見い出していた友人や親戚の輪から身を離すと、実際、少し顔を赤くしながら、馬の足元にできた大きな糞尿の水溜まりを跨いで、馬の側までやってきたが、馬たちを自由にするために手綱を取るやいなや、すでに従兄弟のヒムボルト親方が彼の腕を掴み、その駄馬に触るんじゃない！　という言葉と共、彼を荷車から突き飛ばしていた。下僕が、危なっかしい足取りで、もう一度、糞尿の水溜まりを跨いで、侍従長のところに戻っている間に（こんな状況になって、侍従長は、言葉を失なって立ち尽くしていた）、ヒムボルト親方は、そんな仕事をさせるというなら、皮剥ぎの下僕に指図をしたらよい！　と、つけ加えた。侍従長は、怒りで口から泡を吹き出しながら、少しの間、親方を観察していたが、クルリと振り向き、周りを囲んでいた騎士たちの頭越しに番兵たちを呼び寄せると、フォン・ヴェンク男爵からの指名を受けたひとりの士官が、数人の近衛兵たちを従えて、城からやってくるや、この市の市民たちが手を染めた恥ずべき扇動について、彼に短く説明した上、その首魁たるヒムボルト親方を逮捕するように、要請したのであった。彼は、親方の胸倉を掴みながら、この男が、わたしの命令で青毛たちの綱を解こうとした下僕を荷車から突き飛ばして、虐待をしたのですと、その士官に向かって訴えた。親方は、巧みに身体を捻って、侍従長を押しのけながら（そうやって、侍従長の手をすり抜けた）、こう言った。旦那様ッ！　二十歳の若造に何をするべきかを言ってやるのと、扇動するのとでは大違いです！　しきたりや礼節に逆らってまで、荷車に繋がれた馬たちの世話をする気なのかと、こいつに聞いてみて下さい。そして、わたしがそう言った後でも、やるというならやればよい！　例えば、今、肉を切るのもよし、皮を剥ぐのもよし！　それを聞いた侍従長は、下僕の方を振り向き、お前は、わたしの命令に従って、コールハースのもち馬の綱を解いて、屋敷まで牽いていくのに、何かためらいでもあるのか？　と、尋ねて、その下僕が、市民たちの中に紛れ込みながら、そういう無茶な要求をされる前に、馬たちをまず普通の状態に戻すべきですと、遠慮しながら答えたので、侍従長は、逃げる下僕の背中に追いすがり、家紋で飾られた帽子を引ったくり、それを両足で踏んだ後、刀を抜いて、激しい平打ちで、すぐさま広場から彼を追い出して、解任してしまった。このとんでもない癇癪もちをすぐに地面に伸ばしてやれ！　と、ヒムボルト親方が叫んだが、この騒動に湧き立った市民たちがガヤガヤと集まって、番兵たちを押し返している間に、この親方は、侍従長を背後から打ちのめして、マントやカラーや兜をもぎ取って、手からは刀を奪い取り、恐ろしい剣幕で、広場の向こうに放り投げてしまった。地主貴族のヴェンツェルは、その騒動から逃げ出しながら、従兄弟の救助のため、騎士たちに大声で呼びかけていたが、それも空しく、その騎士たちは、まだ一歩も踏み出さぬうち、すでに民衆の殺到によって蹴散らされて、先の転倒の際、頭に怪我を負った侍従長も、群衆の大いなる怒りによってされるがままになっていた。結局、侍従長の救助は、たまたま広場にやってきた選帝候の近衛兵に属する士官が加勢のために呼んだ、騎乗する徒歩傭兵たちの一団の出現を待つことになった。群衆を蹴散らした後、士官は、怒れる親方を捕縛したが、数人の騎兵たちによって親方が監獄に移送される中、二人の友人（ヴェンツェルと士官）は、血まみれになった不幸な侍従長を地面から抱き上げて、屋敷まで運んでやった。馬商人に行なわれた不正を償わせるという善意から来る誠実なこの試みは、このように惨めな結末を迎えた。ドッベルンの皮剥ぎ人は、仕事を終えると、それ以上、長くそこにいる気のない民衆が散会し始めたので、馬たちを街灯の柱に縛りつけたが、その馬たちは、日がな一日、誰にも煩わされず、不良や浮浪者たちの嘲笑を浴びて立っていたので、あらゆる飼料や人手の不足から、結局、警察が馬たちの面倒を見ることになり、市の郊外にある皮剥き場での次の命令が出るまでの馬たちの世話のため、日暮れ近く、警察は、ドレスデンの皮剥ぎ人を手配したのであった。 
 　本来、馬商人に責められる点はほとんどなかったにも関わらず、この事件は、彼の訴訟事件の結末に対する極めて険悪な雰囲気を、より穏健で、善良な人々の間においてすら、この〔ザクセン〕領邦内で引き起こすことになった。国家に対する馬商人の関係は、決して看過できないと考えられるようになり、彼の恐ろしい強情さを満たすだけのために、このように瑣末な事件で、暴力で奪われた公正さを彼に認めてやるくらいなら、むしろ公然と不正をなして、改めて全事件を却下した方がましという意見が、私宅でも公けの場でも交わされるようになった。大法官自らも、その過剰な誠実さや、そこから湧き上がるフォン・トロンカ家への憎悪により、哀れなコールハースの完全な破滅に向けた、この雰囲気の定着と拡散に一役買うことになった。今や、ドレスデンの皮剥ぎ人が世話をしている馬たちが、再びコールハーゼンブリュックの厩舎から出た当時の状態まで回復するということは、極めてありそうもない話であったが、もし施術や継続的な世話でそれができたとしても、現存する状況の結果として、地主貴族の一族に降りかかっているこの恥辱は甚だしいもので、領邦内でも最も高貴な一門として彼らが占めてきた臣民としての格からすれば、金銭による馬たちの弁済より以上に、安上がりで理にかなったものはないと思われたのであった。それにも関わらず、この出来事の数日後、病気で寝ていた侍従長の代理として、宰相であるカルハイム伯爵が大法官に上述の提案をしている一通の書状に応える形で、実際のところ、大法官は、お前は、もしそういう提案があったとしても、決して拒絶してはならないぞと、戒める書状をコールハースには書いて、宰相その人には、短い、そっけない返書の中で、この事件を私的な提案で煩わすのはやめてもらえないかと頼み、侍従長には、馬商人は極めて真っ当で謙虚な人間であるとした上、馬商人自身に相談するのがよかろうと勧めたのであった。市場で起きた事件が元で、実際、自らの意思を挫かれていた馬商人は、大法官のこの忠告に従って、それでも最大級の歓迎とあらゆる出来事の赦免をもって彼らを遇しようと、地主貴族やその親族からの意思の表明をひたすら待っていたが、誇り高き騎士たちにとっては、このような意思の表明すら、ひどく神経に障る話であり、彼らは、大法官から受け取った返書にひどくイライラさせられながら、翌朝、怪我をした時と同じように病気で横になっていた侍従長の部屋を訪問した選帝候に、それを見せたのであった。侍従長は、発作によって弱々しく震える声で、この事件の収束に命を賭けた後でもなお、あなたの希望に従って、もう一度、自分の名誉を世間の非難に晒して、和解と譲歩を求めて、わたしと一族にあらん限りの恥辱と醜聞をもたらしたあの男の前に姿を現わさねばならないのでしょうかと、尋ねた。〔ザクセン〕選帝候は、手紙に目を通した後で、コールハースとはもう協議はせず、あの馬疋たちは決して回復しないという状況に立脚して、あの判決に従い、あたかもあの馬疋たちは死んだかのように、単純な金銭的な補償に向けた判決をすぐに起案するという権限が、あの裁判所にはないのか？　と、困惑しながら、カルハイム伯爵に尋ねた。伯爵が答えた。「旦那様、あれらは死んでおります。無価値ですから、国法的な意味で死んでいます。皮剥ぎ場から騎士の厩舎に運ばれるまでには、肉体的にも死ぬでしょう。」それに対して、選帝候は、その書状を仕舞いながら、これについては、大法官自身と話をしてみると言って、半身を起こすと、ありがたそうに片手を握ってくる侍従長はなだめて、健康には気をつけるのだと、再度、勧めた後、思いやりに満ちた態度で肘かけ椅子から立ち上がって、その部屋を後にした。 
 　ドレスデンで事態がそのように進んでいた時、哀れなコールハースの頭上には、リュッツェンの方面から、もうひとつ別の大きな雷雲が集まっていたが、その電光を不幸な男の脳天に食らわせるなど、ずる賢い騎士たちには朝飯前であった。というのも、馬商人に招集されて、選帝候の恩赦の発布の後、再び退役させられていた下僕たちのひとり、ヨハン・ナーゲルシュミットは、それから数週間後、ボヘミアとの国境であらゆる悪行に手を染めていた、これらのならず者たちの一部を改めて呼び出して、コールハースが手本を示した仕事を自らが後継することを善行であると見なしたのである。この卑劣漢は、ひとつには、自分を追う捕吏たちを震え上がらせるため、ひとつには、慣れ親しんだやり方で、自らの悪事に加担するよう地方民たちに誘いをかけるため、主人から学んだ狡猾さで、自らをコールハースの名代であると称して、この恩赦が大人しく故郷に帰った多くの下僕たちには適用されておらず、それどころか、あのコールハース自身さえ、天空が鳴動するような違約によって、ドレスデンに着くやいなや、捕縛されて、番兵たちに引き渡されていると触れて回って、そういうことで、放火殺人犯からなる彼の一味は、選帝候によって誓約された恩赦の遵守の監視という使命を帯びた、神の栄誉のためだけに蜂起した軍団として、コールハースの時とそっくりの高札の中で掲示されることになったが、すでに述べた通り、全ては神の栄誉のためでも、コールハースへの心酔のためでもなく（コールハースの運命など、どうでもよかった）、むしろ、そういうまやかしに守られながら、それによって、より一層、赦免を授けられた快適な形で、放火や略奪を繰り返すためだったのであった。これについての最初の報告がドレスデンに届くとすぐ、騎士たちは、騒動全体を全く別の形に変えてくれるこの事件に、喜びの色を隠せなかった。彼らは、賢くも、不満げな横目を使って、自分たちが何度も強い口調で諌めたにも関わらず、まるでコールハースの道に従えという合図をあらゆる悪党たちに送る意思があったかのように、コールハースに恩赦を与えるという形で皆が犯してしまった失策を想起させると、ただ制圧された主人の無事や安全のために武器を取ったというナーゲルシュミットの口実を信じるだけでは足りず、この男の出現自体が、自らの狂った妄執に従って、政府を恐怖のどん底に突き落として、この判決事件を、一歩一歩、前進、貫徹させようとするコールハースによる扇動的な企みに他ならないという断固たる意見を述べたのであった。さらに、献酌侍従のヒンツ氏に至っては、選帝候の控えの間での宴席の後、自分の周りに集まってきた数人の狩猟官たちや廷臣たちに向かって、リュッツェンでのあの盗賊団の解散は忌々しい茶番であったと言い放つと、大法官による公正さへの偏愛を大いに笑いながら、多くの巧みに繋ぎあわせた事情から、この一団は、相変わらず、選帝候領の森の中で、火と剣をもって再び飛び出すため、馬商人の合図だけを待っているという証拠を並べた。クリスティーン・フォン・マイセン王子は、神経に障るやり方で主人の名声を貶めるように強いるこれらの事態の変化に大いに不満を覚えて、城中にいた選帝候の許にすぐに出仕すると、隙があれば、新たな軽犯罪を元にコールハースを陥れようという騎士たちの意図は十分に察しながら、即刻、馬商人に尋問する許可をもらいたいと選帝侯に対して願い出たのであった。その馬商人は、捕吏の手で政府に連行されていたが、何となく怪訝そうな顔で、ハインリヒとレオポルトという二人の幼な子を腕に抱えて、その場に姿を現わした。というのも、その前日、彼の五人の子どもを連れて、下僕のシュテルンバルトが子どもの宿泊先のメクレンブルクからやってきて、馬商人は、ここで書くには余りにも冗長となる様々な思いから、その場を離れる自分に泣いて縋る子どもたちを抱き上げて、尋問に同道させていたのである。王子は、コールハースが自らの横に座らせた子どもたちにしげしげと目をやると、親しげな調子で年齢や名前を聞いた後で、馬商人に対しては、彼のかつての下僕のナーゲルシュミットが、エルツ山地の谷あいでどのような暴挙に出ているのかを明らかにして、下僕の手によるいわゆる訓令を手渡しながら、何かこのようなことを正当化するものを知っていれば、どうか挙げてもらいたいと促したのであった。実際のところ、馬商人は、この恥ずべき、裏切りの文書にはひどく驚かされたが、それでも、自分に行なわれた告発が無根拠であるのを王子のように誠実な人間に満足ができる形で説明するまでに、大した手間はかからなかった。彼の説明では、もし現状がそのままであるなら、最高の形で進んでいる訴訟の判決についての第三者の手助けはそもそも不要なばかりか、むしろ彼自身が携行して、王子に示した数通の書類からは、平地で犯された強姦、その他のペテンに関しては、馬商人は、リュッツェンでの一団の解散の直後、ナーゲルシュミットを絞首台に吊そうとしており、そこからも、ナーゲルシュミットの心が、同種の助けを彼に与える方に傾くはずがなく、それゆえ、選帝候の恩赦の発表をもって初めて（なぜなら、それが全ての事態を帳消しにしてくれたので）、ナーゲルシュミットは命を拾い、翌日、二人は、不倶戴天の敵として別れたという独特な種類の事情も浮かび上がってきていた。王子の了承の上、コールハースは着席すると、ナーゲルシュミットに一通の公的な書状を認めたが、その中で、彼は、自分や自分の一団に対して破棄が申し渡された恩赦の堅持のために蜂起したという男の出まかせを、恥ずべき、邪悪な捏造であると説き、自分は、ドレスデンに到着した際にも、牢にも入れられず、番兵にも引き渡されず、この司法事件ですら、完全に思った通りに進められていると述べて、恩赦の公表後にエルツ山地で犯された放火殺人の廉では、お前の周りに集まったならず者たちへの警告として、法律に基づくあらゆる復讐の手にお前を引渡したからと、書いたのであった。そこには、当時、すでに絞首台行きが決まり、上述のように、選帝侯が公布した特赦だけで首が繋がっていたこの役立たずの男に関する民衆の教訓のため、上述の恥ずべき行為に関して、リュッツェン城で馬商人が行なわせた犯罪審理から引用した、二、三の断章が添えられていた。そういうことで、王子は、このように止むをえぬ状況に押されて、尋問で皆が口にせざるをえなかった疑惑については、心配することはないとコールハースに伝えると、あなたがドレスデンにいる限り、下された恩赦を覆させることは決してしませんからと確約して、テーブルの上の果物を与えながら、もう一度、子どもたちと握手をするために手を伸ばして、コールハースには会釈をした上で、その場を退かせた。大法官は、同じように、馬商人の周りに漂っていた危険を察して、この新しい出来事によって、この事件がもつれて、絡まってしまう前に、それ自体を終わりにするために、あらゆることに着手していたが、それは政治的な力量をもった騎士たちがまさに望み、目指していたことでもあり、彼らは、かつてのような沈黙に基づく罪の告白による裁判判決の軽減だけに自らの抵抗を限定するのではなく、今や、より奸計に満ちた、三百代言的な言い回しで、この罪自体の全否定をやり始めた。彼らは、地主貴族が全く、あるいは不完全にしか知らない、城守や執事によるただただ身勝手な法的手続きのために、コールハースの青毛たちはずっとトロンケンブルクで拘留中であるという嘘をついたかと思うと、またある時は、同地に着いた頃にはすでに、その青毛たちは、危険な、激しい咳の病に罹っていたという証言をして、それゆえ、責任をもって青毛たちを探そうという証人たちを引っ張り出したりもしたが、広範な調査や考察の末、その論拠も覆されると、それどころか、もう十二年も前から、家畜の疫病のためにブランデンブルクからザクセンへの馬疋の移入を本当に禁じている選帝候による一通の勅令をもち出してきて、コールハースの手で国境を越えて運ばれた馬たちを地主貴族が拘留できる権利だけでなく、それをすべき義務の日の光より明らかな証拠であるとしたのであった。――そうこうするうち、コールハースは、その際に与えた損害の少額の補償と引き換えに、実直なコールハーゼンブリュックの地方官から再びあの農場を買い戻していたが、この取引の裁判上の協定を結ぶためか、数日間、ドレスデンを離れて、自分の故郷に出張することを希望した。とはいえ、その決心には、秋蒔き種の耕作のため、実際、非常に切迫していたかもしれないこの前述の取引よりも、かくも奇妙で、切迫した状況下での自己の地位を吟味しようとの意思が強く働いていたのは疑いようがなかったが、おそらくそこには、また別な種類の理由もあった。そういうことで、彼は、自分に割り当てられた番兵をそこに残して、大法官の許に赴くと、地方官の手紙を握り締めながら、どうやら、出廷は必ずしも必要ないようですので、わたしはこの町を離れて、八日か、十二日ほどブランデンブルクまで出向き、その間に、再び帰ってくることをお約束しますと、打ち明けた。大法官は、この裁判においては、反対勢力による、悪意のある、言い逃れに満ちた異論のために、予測不可能な千通りの事態に備えた、あなたの証言や陳述が求められており、あなたの出廷は、今や、かつてないほど必要になっていると白状しなければなりませんと、不満げな、心配そうな顔つきで、床を見つめながら、そう答えたが、コールハースは、この司法事件をよく知る自分の弁護士を引きあいに出しながら、外出については八日に短縮しますからと約束して、控えめな押しの強さで自分の要求を通したので、大法官は、ちょっとの間を置いた後、コールハースを退出させながら、こう言った。「そういう理由でなら、クリスティーン・フォン・マイセン王子に通行証の発行をお願いするのがよかろう。」――――大法官の表情を読むのに長けたコールハースは、さらに自らの決心を固めながら、その場に着座して、何の理由も書かず、政府の高官であるフォン・マイセン王子に対して、コールハーゼンブリュックへの八日間の往復通行証の発行を願い出た。コールハースは、この書状に対して、城代のジークフリート・フォン・ヴェンク男爵の署名がされた政府決議書を受け取ったが、そこにはこうあった。「コールハーゼンブリュックへの通行証を求めるお前の申請は、〔ザクセン〕選帝候殿下の御前に置かれている。その最終認可に基づいて、それが下達されればすぐ、お前には通行証が届けられるであろう。」一体、どういう経緯で、自分が申請したはずのクリスティーン・フォン・マイセン王子がではなく、ジークフリート・フォン・ヴェンク男爵がこの政府決議書に署名したのかという弁護士への照会に対して、あの王子は三日前に自分の地所に戻っており、彼が不在中の政務は、前述の同姓の紳士にとっては従兄弟に当たる城代のジークフリート・フォン・ヴェンク男爵に一任されましたという返事を、コールハースは受け取っていた。――これら全ての状況を受けて、心臓が不安げに動悸し始めていたコールハースは、不可解に冗長な形で〔ザクセン〕選帝侯に提出されていた申請に対する決定を、さらに数日間、待っていたが、何の音沙汰もなく一週間が過ぎて、さらに数日が経っても、こちらの決定も届かず、あれほどはっきりした予告があったのに、法廷での裁判判決も下りなかったので、十二日目、いかなる結果であろうと、自分に対する政府の意向を聞かなければと強く決意して、着座すると、改めて、強い調子で、求める通行証の発行を政府に対して願い出たのであった。 しかし、待っていた返事はなく、同じように過ぎていった翌日の晩、自分の状況、とりわけルター博士の尽力で手に入った恩赦について考慮しながら、物思いに沈んで、奥の部屋の窓辺に一歩を踏み出して、自分がそこに到着した際、フォン・マイセン王子がつけてくれた番兵たちが、滞在のためにルターが割り当てていた中庭に立つ附属の小建築物の中にいないと気づいた時の彼の驚きは、どれほどのものであったか。呼び寄せられて、一体、これはどういうことか？　と、聞かれた当の老執事のトーマスは、ため息をつきながら、旦那様！　いつもとは様子が違っております、今日は、通常より徒歩傭兵たちの数が多く、日暮れと共、グルリと屋敷を取り巻き、街道に面した正門の前には盾と槍をもった二人が立ち、裏庭にも二人がおり、さらに別に二人、廊下の藁束の上で寝転んでいる者がおり、ここで夜を明かすつもりだと話していましたと、答えた。すっかり色を失なったコールハースは、クルリと後ろを向くと、こう答えた。「いるだけなら、別に構わないじゃないか、お前は玄関まで出て、手元が照らせるように、やつらに明かりでも渡してやれ。」壺の中身を空けるという口実を使って、表に面した鎧戸を開けてみて、老人が明らかにしてくれた状況が真実であるのをさらに確かめた後（というのも、まさにその時、音もなくもち場を離れながら番兵たちが要員交代をしていたのだが、いやしくもあの取り決めがある以上、そんな措置は誰にも考えられないことであったので）、彼は、少しも眠気を感じず、ベッドに横たわっていたが、すでに明日への決心はついていた。というのも、実際、彼に誓った恩赦を政府は破棄していたので、その見せかけの正義以上に、自らに関わる政府を彼が疎ましく感じることはなかったし、もし自分が本当に俘虜であるにしても（そのことに疑いの余地はなかったが）、それでも本当にそうだという、決定的、かつ率直な説明を、やはり彼らの口から聞きたいと思ったのである。ゆえに、数日前、ドレスデンで古い知人として話しかけてきて、いつか子どもと一緒においでなさいと彼を招待してくれていた、ロックヴィッツの執事の許を訪ねるという口実を設けると、彼は、翌日の夜明け、下僕のシュテルンバルトに命じて、馬車に馬を繋がせて、それを引っ張り出させた。それがきっかけで屋敷に生じていた動きに頭を突きあわせて注目していた徒歩傭兵たちは、密かに仲間たちのひとりをその市に派遣していたが、数分後、数人の捕吏の先頭に立ったひとりの政府の役人がそこに姿を現わして、あたかもそこには仕事があるとでもいうように向かいの屋敷の中に入っていった。わが子に服を着させていたコールハースは、同様にこの動きには気づいていて、その時、わざと必要以上に長く馬車を屋敷の前に停車させていたが、警察の用意ができたと見るやいなや、そのことには全く考慮せず、子どもたちを連れて屋敷の外に出て、門の下に立つ徒歩傭兵たちの一隊には、通りすがりざま、俺にはついてくるなと言いながら、男の子たちは抱きあげて、馬車に乗せてやり、事前の打ちあわせで、老執事の娘に預けることにしていた泣きじゃくる小さな女の子たちにはキスをして、慰めてやった。彼自身が馬車に乗り込むとすぐ、あの政府の役人が、向かいの屋敷から捕吏たちを引き連れて、彼のところまでやってきて、どこへ行く？　と、尋ねた。「数日前、二人の子どもを連れて田舎まで出てくるように招待してくれた、地方官の友人がいるロックヴィッツまで行くのです。」と、コールハースが答えると、その場合でも、フォン・マイセン王子の命令で、数人の騎馬の徒歩傭兵たちを随行させるため、暫時、お前には待ってもらうことになるがと、その政府の役人が、答えた。馬車の中から、コールハースが、笑いながら、「一日、食卓でわたしをもてなしてくれる友人の屋敷では、身柄の安全が保証されないとお考えですか？」と、聞いた。役人は、快活な、感じのいい調子で、もちろん、大きな危険はないのだがと、答えたが、この下僕たちが邪魔になるのでもあるまいと、つけ加えた。「わたしがドレスデンに着いた時、フォン・マイセン王子は、番兵を使うかどうかは、わたしに任せると仰っていましたが。」と、真顔になって、コールハースが言うと、一方の役人は、この状況に不審なところを感じながら、慎重な言い回しで、滞在中の全期間に及ぶ番兵の使用について触れたので、馬商人は、番兵を屋敷に置く契機になった一件について、彼に説明してやった。役人は、自分は、ちょうど今、警察の高官をしている城代のフォン・ヴェンク男爵の命令で、常時、あなたの身辺を警護するように言われていますからと断言すると、随行に我慢ができないのなら、そこにある誤りを正すため、ご自分で政府まで出向かれてはいかがですかと、勧めた。物問いたげな視線をその役人に投げて、この問題が曲がるか、壊れるかするのを覚悟しながら、「そうしてみます。」と、コールハースは言うと、心臓を動悸させながら、馬車から降り立ち、子どもたちは、執事に命じて玄関先まで運ばせて、下僕たちは、馬車と一緒に屋敷の前に残して、役人と番兵たちを引き連れて、政府の建物の中に入っていった。馬商人が、広間にいた城代のヴェンク男爵のところに、お供と一緒に近づいてみると、ライプツィヒ近郊で捕縛されて、前日の夕方、移送されていたナーゲルシュミットの下僕の一味の検視作業に彼が手をつけて、同席していた騎士たちによって、質問したいと思われる沢山のことが聴取されているところであった。騎士たちが急に声を落として、下僕たちへの尋問を中断する中を、男爵は、馬商人がいるのに気がついて、そちらの方に歩み寄ると、何かご用ですか？　と、聞いて、馬商人が、ロックヴィッツの執事の屋敷で昼餐を受けるという自らの企図と、不要な徒歩傭兵たちをここに残すという希望を、恭しい態度で明らかにしたので、男爵は、サッと顔色を変えると、何かそれ以上の言葉を飲み込んだようにも見えたが、「大人しく屋敷に籠って、ロックヴィッツの地方官のご馳走はお預けにして下さい。」と、答えた。――そうやって、会話を打ち切って、役人の方を向くと、「この者については、先程、出した命令で最後にする。なお、六人の騎乗する徒歩傭兵たちの同伴なしに、この者がこの市を離れることを禁止する。」と、言った。――コールハースが、わたしは俘虜なのですか？　全世界が見守る中、厳かに誓約されたあの恩赦は、破られたと思ってよいのですか？　と、聞くと、男爵は、突然、顔を赤らめて、彼の方を振り向いて、すぐ顔の前までやってきて、目の中を覗き込みながら、そうだよ！　そう！　そういうことさ！　と、答えて――、クルリと背を向けて、馬商人をそこに立たせたまま、再びナーゲルシュミットの下僕たちの方に帰っていった。コールハースは、事ここに至って、その広間を離れると、自分がこれまでに踏んだステップによって、残された唯一の延命手段である逃亡が極めて難しくなったのはすでに分かっていたが、今や彼の側でも、恩赦の条項に従うという法的拘束からは解き放たれたと見なせたので、むしろ自らが取った法的手続きについては称賛していた。屋敷に戻って、馬は軛から外させて、あの政府の役人を同伴して、大きな悲しみに震えて、強いショックを受けながら、自分の部屋に入り、この男が、馬商人には吐き気を催させるようなやり方で、全てはすぐに氷解する誤解が元になっているだけですと、断定している間に、この男の目配せによって、例の捕吏たちは、中庭に通じる全ての出口に鍵をかけていったが、それにも関わらず、その役人は、今まで通り、表に通じる出口は好きに使ってもらってよいと、断言したのであった。 
 　一方、エルツ山地の森の中にいたナーゲルシュミットは、捕吏や徒歩傭兵たによる全方位からの余りにも強力な圧迫を受けて、自分が引き受けた種類の役割を遂行するための援助物資が完全に欠乏して、ついには、コールハースを本当に自分の側に引き込もうとの考え方に至り、ドレスデンでのコールハースの訴訟の経緯について、街道を行くある旅人からかなり詳しく教えてもらって、二人の間の公然たる敵対関係はあるにしても、新たな同盟を結ぶように馬商人を誘うことはできると、思うようになった。それゆえ、ほとんど読み解けないドイツ語で書かれた文書をもたせて、ある下僕を使者としてコールハースに派遣したが、その内容は、次の通りであった。「もしアルテンベルク領までおいでになり、同地で、解散した残党から招集した一団の指揮を再び引き受ける気がおありなら、ドレスデンでの拘禁からの貴下の脱出のため、馬疋、手下、金品を供出する用意がありますし、その際には、将来に渡って従順で、あらゆる点で、今まで以上に規律を守り、善良でいるのをお約束しますし、忠誠と信奉の証として、貴下の牢獄からの解放のため、わたし自身、喜んでドレスデン近郊までお迎えに上がります。」さて、不運にも、この書状を託された男は、ドレスデンを目前にしたある村で、若い頃からずっと苦しめられてきた醜い痙攣の発作に倒れて、その際、助けに駆けつけた人々によって、胸当てに入れていた書状が見い出されて、この男自身、意識を取り戻すやいなや、逮捕されて、ひとりの番兵の手によって、大勢の民衆をゾロゾロと従えながら、政府の建物まで運ばれていった。城代のフォン・ヴェンクは、この書状を読むやいなや、すぐに〔ザクセン〕選帝侯のいる城に赴いて、そこで彼は、再び傷から回復したクンツ氏、ヒンツ氏、内閣宰相のカルハイム伯爵を見い出した。これらの紳士は、このような書状が、馬商人の側からの前もっての文書や、新たな残虐行為の企図のための二者間のおよそ不埒で犯罪的な繋がりもなしに書かれるはずがないということを証明することで、すぐにもコールハースを逮捕して、ナーゲルシュミットとの秘密の同意という理由で、起訴すべきという意見であった。〔ザクセン〕選帝侯は、二人に昔からの繋がりがあったという確からしさはナーゲルシュミットの手紙からは全く読み取れないという考えで、この書状だけを根拠に自分が与えたコールハースへの自由通行権を破棄することは断固として拒否して、この点をはっきりさせるため、宰相の提案に基づいて、長くためらった後ではあったが、彼が決めたのは、ナーゲルシュミットが派遣した下僕を通して（その下僕は、前と変わらず自由であるように見せかけて）、馬商人にその書状を手渡した上で、彼がそれに返事を書くかを見極めるということ、それだけであった。それゆえ、牢に入れられていた下僕が、翌朝、政府の建物まで引っ張り出されて、そこで城代が再びこの書状を男に返却して、お前は自由の身であり、科された刑罰は免ぜられると約束しながら、この書状を何事もなかったように馬商人の許に届けて欲しいと頼んだが、この男、再び、即刻、どのような悪意に満ちた計略に自らを捧げたのか、いわくありげなやり方で、蟹の行商という口実を使うと（その蟹は、政府の役人が市場で調達してきた）、コールハースの部屋に足を踏み入れたのであった。子どもたちが蟹をいじっている間に、書状に目を通したコールハースは、実際、このような状況でもなければ、襟首を掴んで、戸口に立つ徒歩傭兵たちに詐欺師を引き渡していたであろうが、当時の人々の気分では、そういう出方に対してすら無関心な解釈がありえたし、今、巻き込まれた騒動から自分を救えるものなど何もないと、心底、信じてもいたので、自分には馴染みのその男の顔を悲しげな目つきで見つめながら、お前はどこに住んでいるのかと聞き、数時間後にまたこちらに来るがいい、そうすれば、お前の主人に関するわたしの決心を伝えてやるからと、言った。それから、たまたま扉から中に入ってきたシュテルンバルトに、部屋の中の男から二、三匹蟹を買うようにと命じると、その取引が終わり、お互いの正体を知らずに二人が去った後、彼は着座して、次のような内容の書状をナーゲルシュミットに認めた。「まず、アルテンベルクの一団の指揮に関するお前の提案をわたしは受け入れる。それゆえ、五人の子どもとわたしが置かれている暫定的な拘禁からの脱出のために、ドレスデン近郊のノイシュタットまで、二頭立ての馬車を用立てて欲しい。急ぎの逃亡のために、さらにもう一台の二頭立てが、ヴィッテンベルクに向かう街道上で必要になる。ここで説明すると長くなる色々な理由から、この回り道でしか、お前のところには辿り着けない。わたしを監視している徒歩傭兵たちは、当然、賄賂で落とせると思っているが、力が求められる場面に備えて、何人かの、勇敢で、頭のよい、武装した下僕たちが、ドレスデン近郊のノイシュタットで控えているようにして欲しい。この準備に関わる全費用の負担のため、二十クローネ金貨の一巻きを下僕に託するが、その使途は、事件が終わった後で、お前と確認することにしよう。ちなみに、ドレスデンでの脱出におけるお前の立ち合いは不要だから、お断わりする。むしろ、この一味は、リーダーなしには立ちいかないであろうから、暫定的な指揮のため、アルテンブルクでの残留という断固たる命令をお前には与える。」――夕方になって、下僕がやってくると、彼はこの書状を下僕に渡して、さらに沢山の物も与えて、特にこの書状には気をつけるようにと、厳しく言って聞かせた。――彼の意図は、五人の子どもと一緒にハンブルクまで行き、そこからレバントや東インドや、見知らぬ人々の上に空が青く広がる限りの遠くまで、船で旅立つことにあった。なぜなら、ナーゲルシュミットとの共同事業に対する嫌悪は脇に置いても、苦悩で屈折した彼の魂は、あの青毛たちの肥育を諦めてしまっていたのである。――下僕がこの回答を城代に届けるやいなや、あの大法官は解任されて、かわりに、宰相のカルハイム伯爵が裁判所の長に任ぜられて、コールハースは〔ザクセン〕選帝侯の勅命によって逮捕されて、鎖でしっかりと縛られて、市の塔の中まで運ばれていった。馬商人は、市の辻々に張り出されたこの書状を根拠に起訴されて、この筆跡を認めるのかと、裁判所の柵の前で質されたが、質問を突きつける顧問官には、「認めよう！」と、答えたものの、何か弁解することはとの問いには、ジッと床を見つめながら、「何もない！」と、答えたので、顧問官は、皮剥ぎの下僕の真っ赤な火挟みによる引っ張り、四つ裂き、車裂台と絞首台の間での遺体の焼却との判決を下した。 
 　哀れなコールハースに対して、ドレスデンで事態がこのように進んでいた時、権力と専横の手から彼を救うため、ブランデンブルク選帝侯が姿を現わして、当地の〔ザクセン〕選帝侯の内閣官房に出された覚書のひとつの中で、コールハースはブランデンブルクの臣民であるとの不満を述べた。というのも、あの実直な市長であるハインリヒ・フォン・ゴイザウ氏が、某日のシュプレー河岸での散策において、この異様で、しかし、非難には値せぬ男の物語を〔ブランデンブルク〕選帝侯に話して聞かせて、その際、驚いた選帝侯からの質問責めにあった彼は、大法官のジークフリート・フォン・カルハイム伯爵の不適切な措置により、罪は選帝侯ご自身にも及んできておりますと伝えざるをえず、大いに怒った選帝侯が、カルハイム伯爵に釈明をせよと求めて、同人とフォン・トロンカ一族との血縁関係に全ての元凶があると悟るやいなや、多くの不興のしるしを表わしながら、すぐさま伯爵を大法官から解任して、ハインリヒ・フォン・ゴイザウ氏を大法官に任命したのである。 
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